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県道高松長尾大内線道路改良事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

南天枝遺跡

2003．3

香　川　県　教　育　委　員　会

（財）香川県埋蔵文化財調査センター



第I章　調査の経緯と経過

第1節　調査に至る経緯

主要地方道高松長尾大内線（県道10号線）は、高松市から木田郡三木町、旧大川郡長尾町・寒川町・

大川町を経て大内町で国道11号に合流する全長28kmの東讃地域の主要幹線道路である。しかし、近年の

産業・経済の発展ならびに沿線における住宅地開発の急速な進展に伴い、交通量の増加は著しく、各所

で交通渋滞が頻繁に起こるようになった。このため、土木部道路建設課（当時は道路課）は、本路線の

バイパス（約22km）を現道の南約500mに建設する事になり、昭和48年度より寒川工区、昭和54年度よ

り高松工区等より順次工事を開始した。

香川県教育委員会と土木部道路建設課は、路線上の埋蔵文化財の取り扱いについて、各工区単位で同

路線のバイパス計画に関する事前協議を継続して行い、路線周辺に多数の遺跡が所在していることから、

工事を実施する際には、充分な保護処置が必要であることの合意がなされ、昭和51年の布勢遺跡の調査

を始点として、平成4年の長尾町尾崎西遺跡、平成6年の高松市十川東・平田遺跡、平成8・9年の三

木町尾端遺跡等の諸遺跡の調査を実施した。

三木工区の西端の吉田川から高松市までの区間では平成6年度に至り用地買収が進んできたことから、

同年11月に試掘調査を実施する事になった。その結果、対象地の東半部の微高地上から7～8世紀のピッ

ト群及び溝等を確認し、保護措置が必要と判断され『南天枝遺跡』と呼称する事になった。保護措置の

必要な範囲は約3，800I正を測る。なお、本調査は香川県土木部から依頼を受け、平成8年に香川県教育

委員会が調査主体となり（財）香川県埋蔵文化財調査センターを調査担当者として調査を実施した。

第2節　調査の経過

調査期間は平成8年4月1日から平成8年11月31日までの8ケ月間で実施した。調査対象面積は3，800

正を測る。調査に先だって、対象地の調査区を東端より西端へ向けてI～Ⅲ区に区分し、残土の仮置き

場等の作業ヤードの問題より、東端のI区一西端のⅢ区一中央のⅡ区の順で調査を進めた。なお、調査

は機械掘削・人力掘削等を土木業者に請け負わせる工事請負方式で実施し、遺構の測量は調査員による

手措と航空測量を併用した。対象地は当初より複数遺構面を想定していたが、調査開始後広範囲に複数

遺構面が広がっていることが明らかになり、延べ調査面積も5，000正を超えた。遺構の密度も当初予想

よりはるかに高いものになった。なお、詳細な調査工程は第17表のとおりである。

第17表　調査工程表

調 査 区 面積
（誼＿）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
l　　　　　 l l　　 l　　 l 】　　 l　　 l l　　　　　 l l　　　　　 l l　　　　　 l l　　　　　 l

）
】　　　 I　　　　　　　 I　　　 l　　　　　　　 l　　　 l

l　　　　 l

l　　　　 l

l　　　　 I

l　　　　 l

I　　　　 l

I　　　　 l l　　　　 l

Ⅱ 区 9 4 7
l　　　　 I

I

l　　　　 I

l

l

I

l　　　　 l

l　　　　 l

l　　　　 l

l　　　　 l

I　　　　 】

l　　　　 l

l　　　　 l

■

l　 l　 l l　　　　 l

l　　　　 I l　　　　 l I　　　 l

Ⅲ 区 1 ， 3 6 5
l　　　　 l

l

l　　　　 I

l

l

l

l　　　　 l

l　　　　 l

l　　　　 】

l　　　　 l l　　　　 l l　　　　 l

I　　　　 l

l　　　　 l

l　　　　 l

l I

l　　　　 l I　　　　 l l　　　　 l

合 計 3，8 0 0

一一準備・片付

l　　」調査
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次に整理作業は、調査終了後5年を経た平成13年12月1日から開始し、平成14年3月31日に終了した。

平成8年度の発掘調査及び平成13年度の整理作業の体制は、以下のとおりである。

（平成8年度）

文化行政課

総括　課　　長　藤原章夫

課長補佐　高木一義

課長補佐　北原和利

副主幹　渡部明夫

総務　係　　長　山崎　隆

主　　査　星加宏明

主　　事　囲方秀子（6．1転出）

主　　事　打越和美

埋蔵文化財　文化財専門員　木下晴一

技　　師　塩崎誠司

文化財専門員　植松邦浩

（平成13年度）

文化行政課

総括　課　　長　北原和利

課長補佐　小国史郎

副主幹　大山真充

総務　副主幹　中村禎伸

主　　査　須崎陽子

主　　事　亀田幸一

埋蔵文化財　係長　西岡達哉

文化財専門員　古野徳久

文化財専門員　宮崎哲治

（財）香川県埋蔵文化財調査センター

総括　所　　長　大森忠彦

次　　長　小野善範

総務　参　　事　別枝義昭

係　　長　前田和也

主　　査　西村厚二（6．1転出）

主　　査　水ト照代

主任主事　西川　大

主　　事　佐々木隆司（6．1転入）

調査　参　　事　近藤和史

主任文化財専門員　廣瀬常雄

主任文化財専門員　大山真充

係　　長　藤好史郎

文化財専門員　西村尋文

文化財専門員　山下浩行

調査技術員　　松尾　歩

調査補助員　　溝口幸一

（財）香川県埋蔵文化財調査センター

総括　所　　長　小原克己

次　　長　川原裕章

総務　参　　事　河野浩征

副主幹　大西誠治

係　　長　多田敏弘

主　　査　山本和代

主任主事　高木康晴

調査　参　　事　梅木正信

主任文化財専門員　廣瀬常雄

主任文化財専門員　真鍋昌宏

文化財専門員　西村尋文

（整理作業参加者）

東候俊子、三谷和子、松尾優子、徳永貴美、田村里美、門脇範子、松崎千春、香川洋子、白川智子

（編集・校正作業参加者）

葛西　薫、溝渕さや香、角田三保
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第Ⅱ章　遺跡の立地と環境

第1節　地理的環境

南天枝遺跡が所在する三木町は、香川県東部の木＼

田郡の南に位置する。西は高松市、東は旧大川郡長

尾町、北は立石山山系を挟んで牟礼町及び旧大川郡

志度町、南は塩江町と徳島県との県境に接する。三

木町は、南北を山塊に囲まれ、中央は高松市から続　　□

く平野部が広がる。南方の阿讃山脈からはこの平野

部に向かって多くの低丘陵が北に細長く延びる。こ

O bQ㌘／bQ〔

q

／

OKAYAMA

KAGAVVA

●

南天枝遺跡

の低丘陵間を吉田川・新川・春日川等の小河川が北　　　　　第118図　南天枝遺跡位置図

流し、高松市域で瀬戸内海に注ぐ。なお、吉田川は高松市東辺の高松市前田町周辺で新川に合流する。

南天枝遺跡は、高松市と三木町の境界より東へ延長800m、町道田中氷上線の北約20mの、木田郡三木

町田中南天枝に所在する。

地形的には、遺跡の西に所在する蓮池の東岸を形成する低位段丘面先端の微高地上に位置する。また、

遺跡の西側には、旧河道1が南北に延びる。旧河道1は、蓮池の東・西岸を構成する段丘間の谷筋の東

縁辺部より、吉田川に向けて南北に延びている旧河道である。この谷筋の西の縁辺部には、小規模な旧

河道2が南北に延びる。なお、蓮池の西岸に南北に派生する段丘上には、古墳時代後期末頃の集落跡で

ある尾端遺跡、また、尾端遺跡より旧河道3を隔てた西方の微高地上には、弥生時代後期、鎌倉時代の

集落跡である十川東・平田遺跡が所在する。南天枝遺跡が所在する微高地上の調査区は、現地表を観察

する限り平坦で目立った特徴は見あたらないが、調査により、幅広で浅い谷が3条確認された。これら

の浅谷は、北に向かって「ハ」の字状に開く浅い谷で、蓮池の東岸を形成する低位段丘の東縁辺部より

調査地へ派生しているものと考えられる。その中で、浅谷3は調査区より北西方向に延びて、旧河道1と合

流する。遺跡は浅谷間の微高地上に広がるが、浅谷の区域では谷の上面及び河床面上とで、複数の遺構面

を確認した。

第2節　歴史的環境

本遺跡の所在する三木町は、弥生時代前期より古墳時代をへて古代～中世にいたるまで著名な遺跡が

多数位置している。特に、近年の大規模開発に伴う発掘調査の成果により実態が明らかになりつつある。

次に時代順に周辺の遺跡を概観する。

三木町内の旧石器時代の資料は皆無である。縄文時代も同様に皆無に近いが、隣接する高松市十川町

の十川東・平田遺跡からは縄文草創期の有舌尖頭器が出土している。また、縄文時代の遺構かはっきり

しないが、尾端遺跡、西浦谷遺跡から落とし穴状の遺構が数基検出している。

弥生時代になれば遺跡数も増えてくる。弥生時代前期では農学部遺跡、福万遺跡、鹿伏・中所遺跡等

で前期の新段階の土器が多量に出土している。また、農学部遺跡では敷地の南半部に同時期の集落が展
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第119図　微地形分類図
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1．南天枝遺跡
2．前田城
3．平尾1～3号墳
4．平尾小1～11号墳
5．塚谷古墳
6．小谷窯跡
7．西浦谷遺跡
8．香蓮寺
9．始覚寺跡
10．権八原古墳群
11．池戸鍋渕遺跡
12．池戸八幡神社1号墳
13．高岡城
14．鹿伏・中所遺跡
15．天神山古墳群

16．白山1遺跡
17．白山2遺跡
18．白山3遺跡
19．串田城
20．農学部遺跡
21．砂入遺跡
22．西尾天神社古墳
23．鰹宇神社経塚
24．西尾遺跡
25．十川東・平田遺跡
26．尾端遺跡
27．福万遺跡
28．十河城跡
29．鷺池南古墳
30．出之山北塚

31．出之山南古墳
32，四十塚古墳
33．上田中城跡
34．雷塚古墳
35．公淵池1号窯
36．公淵池2号窯
37．公淵池3号窯
38．中坪城跡
39，長楽寺跡
40．旧長楽寺跡
41．上高岡廃寺
42，山大寺池酉丘上古墳1～3号
43．西土居遺跡群
44．西土居古墳群

第120図　遺跡分布図（1／40，000）
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第121図　南天枝遺跡周辺条里型地割復元図
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開している可能性が指摘されている。弥生時代中期では、北方丘陵地域の西浦谷遺跡、白山2・3遺跡

で中期後半の数棟の竪穴住居跡、平野部で鹿伏・中所遺跡の中期後半の数棟の竪穴住居跡などの集落跡

が明らかになってきている。また、白山1遺跡では扇平紐式の銅鐸が出土しているのは著名である。な

お、南方丘陵地域の西土居遺跡では同時期の多量の土器が出土している。弥生時代後期になると調査例

も急増する。西浦谷遺跡、池戸鍋渕遺跡、砂入遺跡、西土居遺跡、鹿伏・中所遺跡等である。中でも鹿

伏・中所遺跡は中期中葉～古墳時代前期までの竪穴住居跡が約70棟、掘立柱建物跡が約20棟程検出され

ており、当時の拠点的な集落跡と考えられる。弥生時代後期～終末の墳墓の調査例では、北部丘陵部で

石蓋土坑の検出された西尾遺跡、配石土墳墓が確認された白山3遺、多くの土墳墓群からなる天神山古

墳群、方形台状墓で土壌を主体部とする山大寺池西丘上1号境等調査例は増加している。

古墳時代前期～中期前半の古墳の実態は不明瞭な点が多いが、唯一前期初頭に位置付けられる池戸八

幡神社1号境がある。古墳時代中期後半では権八原古墳群の古式の群集境の調査例がある。古墳時代後

期になると丘陵部に古墳群が各地築造される。主要な分布地域では、①白山一帯　②鍛冶池一帯　③諏

訪山・カンカン山一帯　④田中地区の蛇の角古墳群　⑤田中の雷八幡神社一帯　⑥朝倉の中谷古墳群

⑦四十塚古墳群等に分かれるが未調査の古墳がほとんどで、その実態を明らかになるのはまだ先の話で

ある。

古代の遺跡は白鳳期から奈良時代にかけて建立されたと考えられる始覚寺、香華寺、上高岡廃寺、長

楽寺などの古代寺院がある。集落跡の調査も最近増加している。主なものでは本遺跡の調査例を含め、

本遺跡に隣接する尾端遺跡などの7世紀頃の集落である。特に、本遺跡と尾端遺跡は長楽寺と同様に吉

田川水系の遺跡であり今後その関係は注目される。また、北丘陵地域では7世紀を中心に操業した須恵

器窯の小谷窯跡が最近調査されている。三木町の平野部は比較的条里型地割が明瞭に残っている地域で

ある。本遺跡の西方では蓮池から延びる旧河道により条里の及んでいない地域もあるが、調査区の西端

に南北方向と、調査区の南約20mの地点で東西方向の里境線が延びていて、本遺跡は里境線に隣接した

遺跡といえる。そのため、条理型地割と集落の関係は、本遺跡を検討する上で重要な視点になってくる。

中世の三木町は守護の細川氏のもと、東讃の守護代に任じられた安富氏の領地となる。その後、三木

町は長宗我部が讃岐に侵攻するまでの長期の間、安富氏の統治下におかれる。天正年間の長宗我部氏の

侵攻にさいしては安富氏は、高松市十河城に拠点を置く十河氏を中心とした反長宗我部勢力に組する。

そして、長宗我部の十河城攻めでは三木町は主戦場と化す。そのため、三木町周辺には当時の城館跡が

多数存在する。主なものでは、高松市の十河城、前田城、神内城、由良山城、三谷城、三木町内では高

岡城、平木城、大畠城、串田城等であるが、何れも調査例が乏しく内容は不明な点が多く、文献の中で

語られているだけである。今後の調査例の増加に期待したい。また、城館同様に集落跡の調査例も少な

い。本遺跡の中世集落、本遺跡に隣接する高松市十川東・平田遺跡の調査例が知られている程度であり

今後の資料増加に期待がかかるところである。

（参考文献）

三木町1978　『三木町史』

三木町教育委員会1998　「西浦谷遺跡」『三木町内遺跡発掘調査報告書』

三木町教育委員会1999　「西土居遺跡群」『西土居工業団地用地造成に伴う埋蔵文化財調査概報』

香川県1988　「第1巻通史編　原始・古代」『香川県史』四国新聞社
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香川県1988　「第2巻通史編　中世」『香川県史』四国新聞社

香川県教育委員会、（財）香川県埋蔵文化財調査センター1997　「南天枝遺跡・尾端遺跡」『平成8年

度県道関係埋蔵文化財発掘調査概報』

香川県教育委員会、（財）香川県埋蔵文化財調査センター1998　「尾端遺跡」『平成9年度県道関係埋

蔵文化財発掘調査概報』
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第Ⅲ章　調査の成果

第1節　調査区

南天枝遺跡は、高松市と三木町の境界より東へ延長800m、町道田中氷上線の北約20mの木田郡三木

町田中南天枝に所在する。調査区は東西に長く、幅約22m、延長170mを測る。その区間を西端より東

端にかけて、I区～Ⅲ区までの3区分して調査を実施した。I区は東端部に位置し面積1，488m？、Ⅱ区

は中央の調査区で面積947m？を測る。Ⅲ区は西端部に位置し面積1，365I正を測る。また、調査着手後に計

画が具体化した、周辺の水田に取り付く斜道部分については、本線部分より短く突出する形で調査区を

設定し、調査を実施した。調査用のグリッドは、道路センターを基にグリッドを設定した。グリッドは

20m方画で南北にアルファベット、東西に数字を付して、北東隅の杭名をグリッドの名称とした。

第2節　基本層位

遺跡が所在する微高地上は、現地表を観察する限り平坦で、目立った特徴は見あたらないが、大まか

な傾向として、微高地西側に展開する、旧河道1の方向に向けて緩やかに傾斜する。微高地上には現地

形から分からない小規模な浅い谷状の地形が3地点で確認された。これら3つの浅谷は、北ないし北西

方向に向かって「ハ」の字状に開き、同方向へ傾斜している。そして、結果的に微高地を3分している。

西から東に向け浅谷1～3と呼称する事にする。先述したように、これらの浅谷は蓮池の東岸を形成す

る低位段丘の東縁辺部より調査地へ派生しているものと考えられる。その内、浅谷3は調査区より北西

方向に延びて、旧河道1と合流する。

微高地の上面は削平を顕著に受けており、耕作土直下のTP27．8m程の高さで遺構面を検出した。微

高地上からは　①古墳時代前期　②古墳時代後期末～奈良時代初頭　③鎌倉時代～室町時代前半　④室

町時代後半～江戸時代前半の集落を検出した。浅谷1～3では上層と下層とで2面の遺構面を確認した。

上層では鎌倉～江戸時代前半の遺構、下層では主に古墳時代後期末～奈良時代初頭頃の遺構を検出した。

浅谷の堆積層は、黒色・暗灰色系の粘土ないしシルト層より構成され、深さは地点により異なるが約0．

3～0．7m程を測る。最終遺構面を構成するベース層は、浅谷1・2が砂層ないし砂質土で構成されてい

るのを除けば、黄褐色の粘土ないしシルトによりなる。
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第3節　遺構・遺物

1．概要

前節で触れたように南天枝遺跡の所在する微高地には小規模な浅い谷状の地形が3地点で確認された。

これら3つの浅谷は、北に向かって「ハ」の字状に開き、結果的に微高地を3分している。西から東に

向け浅谷1～3と呼称する。微高地上からは　①古墳時代前期　②古墳時代後期末～奈良時代初頭　③

鎌倉時代～室町時代前半　④室町時代後半～江戸時代前半の遺構を検出した。浅谷1～3では上層と下

層とで2面の遺構面を確認した。上層では鎌倉時代～江戸時代前半の遺構、下層では古墳時代後期末～

奈良時代初頭頃の遺構を検出した。なお、遺構の中で柱穴の占める割合はかなり高いものがある。特に

浅谷1・2地域の遺構面上での柱穴の密度は蜂の巣状を呈し、これらの柱穴より整合性をもつ建物を抽

出するには、現地作業から整理作業の段階まで試行錯誤を重ねた。その結果合計で41棟の建物を復元し

たが、まだ本来の数には至っていないものと考えられる。

古墳時代前期の遺構は、少数ながら掘立柱建物・柱穴・溝等の諸遺構がI・Ⅲ区で確認された。古墳

時代後期末～奈良時代初頭の集落跡は主にI区西半部～Ⅲ区東半部に展開している。集落を構成する主

な遺構は竪穴住居跡・掘立柱建物・土坑・溝等であるが、主体を占めるのは掘立柱建物である。掘立柱

建物は合計で20棟を検出した。鎌倉時代～室町時代前半の集落は主にI区中央部、Ⅲ区に展開している。

主な遺構は掘立柱建物・井戸・土坑・溝等である。掘立柱建物は合計で6棟検出した。室町時代後半～

江戸時代前半の集落は、ほぼ調査区全域で検出した。遺構・遺物とも最も多い時期である。主な遺構は

掘立柱建物・井戸・土坑・溝・不整形遺構等である。掘立柱建物は合計で12棟検出した。なお、I区で

は、掘状の溝に区画された屋敷地を検出した。また、Ⅲ区東半部でも、区画溝で画された敷地に2棟の

建物を配した小規模な屋敷地を検出した。

遺構に対して出土遺物の量は少ない。コンテナにして約45箱を数える程度である。主な遺物を時期的

な点で分ければ、①弥生時代後期　②古墳時代前期　③古墳時代後期～奈良時代前半　④平安時代⑤鎌

倉時代～室町時代前半　⑦室町時代後半～江戸時代前半等に分けられるが、弥生時代・平安時代のもの

は遺物だけであり、調査地周辺にこの時期の遺跡が展開する可能性が指摘できる。

2．竪穴住居跡

SHOl（第124・126図，図版59・71）

Ⅱ区中央の北壁際のA5区で検出した方形の竪穴住居跡である。住居跡の北辺は対象地より外れるた

め、全体の3／4を検出した。径約4．8m、深さ約0．4m、面積は推定で約21．4正、主軸方位はN60　E

を測る。住居の床面は2面検出でき、2次期の建て替えが考えられる。下層の一次床面では、推定4主

柱穴のうち3主柱穴を確認した。径約0．4m、深さ約0．4mを測る。また、南辺には幅の狭い壁溝が部分

的に配されている。上層の二次床面では、推定4主柱穴のうち南辺と北辺で各1基計2主柱穴を確認し

た。径約0．3m、深さ約0．2mを測る。床面中央には炭・焼土が0．7mX1．6mの範囲で広がっていて、おそ

らく竃の残骸と考えられる。また、床面西辺部では長径2．2mX短径1．2mX深さ0．1mを測る浅い落ち込

みを検出した。出土遺物としては、土師器壷・嚢、須恵器杯・高杯・嚢等が少量出土している（第126

図1～3）。（1～3）は上位の1次床面より出土した遺物である。（1）は須恵器の杯口綾部（2）は

須恵器高杯の脚部である。（3）は土師器の葉上半部である。体部は丸味をもち、口縁部は外上方に延
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・日焼土

暗黒茶褐色粘質土（砂質強）
2．黄色粘土・焼土ブロック混暗灰茶色砂質土　　28・Om
3．暗灰褐色砂質土
4．暗灰茶褐色砂質土
5．暗灰茶色砂質土
6．黄褐色粘土（ベースの粘土に類似）
7．焼土

SB14

第124図　SHOl・SB14平・断面図
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第126図　SHOl・02出土遺物

び端部は平坦に肥厚する。体部外面は斜め方向のパケ、内面はオサエ及びパケを施している。出土遺物

よりSHOlは7世紀前半頃の時期が考えられる。

SHO2（第125・126図，図版65・66）

Ⅲ．区の東壁際のA7区で検出した方形の竪穴住居跡である。住居跡の東辺は対象地より外れるため、

全体の1／2を検出した。長径約4．0mX短径約3．8m、深さ約0．1m、面積は推定で約27．5Iが、主軸方位

はN2．50　Wを測る。北辺に残りの悪い造り付けの竃を備えている。主柱穴は推定4主柱穴のうち2主

柱穴を確認した。径0．2m、深さ0．2mを測る。南辺には幅の狭い壁溝が部分的に配している。出土遺物

としては、床面直上より土師器聾・鉢、須恵器杯・高杯・嚢等が少量出土している（第126図4～7）。

（4・5）は須恵器高杯の脚部片である。（6）は土師器嚢の上半部である。体部は球体化し口緑部は外

上方に延び端部は丸く収まる。体部外面は縦パケ、内面は上半部オサエ、下半部へラケズリを施してい

る。（7）は鉄鉢形の土師器の上半部である。出土遺物よりSH02はSHOl同様7世紀前半頃の時期が考

えられる。

3．掘立柱建物跡

SBOl（第130図，図版48）

I区中央のB3区の下層遺構面上で検出した、東西棟の掘立柱建物である。隣接するSB02により北

西隅の柱穴が切り込まれている。2間（4．5m）×3間（5．6m）、面積25．2が以上、主軸方位はN870　Eを

測る。柱間は梁間2．0～2．5m、桁行1．9～2．0mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．4m～0．8m、深さ0．2

～0．4mを測る。2柱穴で柱痕を確認した。出土遺物としては、土師器嚢、須恵器杯、瓦器片等が少量

出土していて、12世紀末～13世紀初頭頃の時期が考えられる。

SBO2（第130図，図版50）

I区中央のB3区の下層遺構面上で検出した、南北棟の掘立柱建物である。隣接するSEOlにより、西側柱

列が大きく切り込まれている。また、SB03の柱穴により南の棟持柱を切り込まれている。そのため、時期的

な点ではSEOl、SB03に先行する時期が考えられる。2間（4．0m）×1間（4．3m）、面積17．2I迂以上、主軸方位は

NOOを測る。柱間は梁間3．3m、桁行1．3～1．9mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．5m～0．8m、深さ0．2～

0．3mを測る。3柱穴で柱痕を確認した。出土遺物としては、土師器嚢、須恵器嚢片等が少量出土している。
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SBO3（第131凰　図版50）

I区中央のB3区の下層遺構面上で検出した、東西棟の掘立柱建物である。隣接するSEOlにより、

北側柱列が大きく切り込まれている。また、SB02の南の棟持柱を切り込んでいる。そのため、時期的

な点ではSEOlに先行し、SB02より後出する。2間（3．3m）×3間（4．9m）、面積16．2Iが以上、主軸方

位はN830Eを測る。柱間は梁間1．4m～2．0m、桁行1．4m～1．9mを測る。柱穴堀形は不整円形を呈し、

径0・5m～0・9m、深さ0．2m～0．4mを測る。2柱穴で柱痕を確認した。出土遺物としては、土師器杯・嚢、

須恵器賓片等が少量出土している。

10cm

1llll．「　　　　：

第127回　掘立柱建物出土遺物（1）
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SBO4（第131回，図版48）

I区中央のA3区の上層遺構面上で検出した、南東隅でSB05と重複するが、柱穴が切り合わないた

め前後関係は検出時では確認できなかった。南北棟の掘立柱建物で、2間（2．5m）×2間（3．3m）以

上、面積8・lIが以上、主軸方位はN90Eを測る。柱間は梁間1．2m～1．3m、桁行1．2m～2．1mを測る。

柱穴堀形は円形を呈しかなり小型で、径0．2m、深さ0．1～0．4mを測る。

SBO5（第131図，図版48）

I区中央のA・B3区の上層遺構面上で検出した、東西棟の掘立柱建物である。SBO4・SB06と重複

するが柱穴が切り合わないため前後関係は検出時では確認できなかった。1間（2．6m）×3間（5．0m）、

面積12・8Iが以上、主軸方位はN800Wを測る。柱間は梁間2．4m～2．5m、桁行1Am～2．0mを測る。柱穴

堀形は円形を呈しかなり小型で、径0．2m～0．4m、深さ0．1～0．2mを測る。

SBO6（第127・132図，図版48・71・78）

I区中央のB3区の上層遺構面上で検出した東西棟、北辺に庇を備えた大型の総柱の掘立柱建物であ

る。2間（4・Om）×4間（9．3m）以上、面積37．2Iが以上、主軸方位はN800Wを測る。柱間は梁間2．0

m、桁行2・Om～2・5mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．2m～且6m、深さ0．2m～0．8mを測る。2柱

穴で柱痕の柱材を確認した。柱穴埋土は淡灰色系の砂質土である。庇は身舎の北辺より1．0m離れ4間

分続く。出土遺物としては、土師器小皿・杯、須恵器楽、陶器片、柱材等が出土している（第127図8

～16）。（8～10）は土師器の小皿である。（10）の底部には糸切り痕が顕著に残る。（11・12）は土師器

の杯片である。（13）は青磁の皿口緑部である。横田・森田分類のIlb類にあたる。（14）は十瓶産の

棄体部片である。（15）は柱穴から出土した柱材である。残りがかなり悪く、底部の外面の調整のみ観

察できる。（16）は同じく柱穴から出土した柱材である。全体を角柱状に整形し、底部は斜め方向より

切り離している。これらの出土遺物よりSB06は13世紀頃の時期が考えられる。

SBO7（第128・133図，図版48・49）

I区中央のB3区の南壁際の上層遺構面上で検出した、東西棟の掘立柱建物である。隣接するSB08

により柱穴が切り込まれている。2間（2．9m）×4間（8．3m）、面積24．1正以上、主軸方位はN8lO wを

測る。柱間は梁間1・2m～1．5m、桁行1．8m～2．4mを測る。柱穴堀形は円形を呈しかなり小型で、径0．2

m～0・4m、深さ0・2m～0・6mを測る。2柱穴で柱痕の柱財を確認した。出土遣物としては、土師器杯・

椀・賓、須恵器杯・嚢、唐津皿、柱材等が少量出土している（第128図17～19）。（17）は肥前系陶器の溝

緑皿である。（18）は柱穴から出土した柱材である。角柱状に整形し底部は2方向より切り離している。

（19）は同じく柱穴から出土した柱材である′。断面隅丸方形状に整形し、底部は多方向からの調整によ

り切り離している。これらの出土遣物よりSB07は、SD06とほぼ同時期の17世紀頃の時期が考えられる。

SBO8（第129・133図，図版49・71）

I区中央のB3区の南壁際の上層遺構面上で検出した、掘立柱建物である。南半部は対象地より外れ

るため、1／2程度を検出した。なお、この建物は北半部でSB07の柱穴を切り込んでいる。1閏（2．6

m）以上×1間（3・4m）以上、面積8．8I迂以上、主軸方位はN340Wを測る。柱間は梁間2．6m、桁行3．4

mを測る。柱穴堀形は円形を呈しかなり大型で、径0．4m～0．5m、深さ0．2mを測る。2柱穴で柱痕を確

認した。柱穴埋土は2～3層に分かれる。出土遺物としては、土師器小皿・杯・土釜・鍋、十瓶産の賓、

青磁椀等が少量出土している（第129図20～28）。（20・21）は土師器の小皿である。（22・23）は土師器

の杯である。（22）の底部外面には静止糸切り痕を顕著に残す。（24）は7世紀初頭頃の須恵器の杯蓋で
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混入品である。（25・26）は龍泉窯系の青磁椀の体部片である。（25）は横田・森田分類のI5a類（26）

は横田・森田分類のI5b類にあたる。（26）外面には蓮弁文が認められる。（27）は13世紀中葉頃の十

瓶産の小型の壷上半部である。体部外面に格子タタキ、口緑端部は平坦に仕上げている。（28）は土釜

の脚部である。SB08は出土遺物では13世紀頃の時期が考えられるが、切り合いから見ればSB07より後

出するため、17世紀以降の時期が考えられる。

SBO9（第134図）

I区の中央B3・4区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。西半部はSD06により切られている

ため、1／2程度を検出した。2間（3．4m）×2間（1．7m）以上、面積5．8扉以上、主軸方位はN810

Eを測る。柱間は梁間1．4m～2．0m、桁行1．7mを測る。柱穴掘形は円形を呈し、径0．3m～0．6m、深さ

約0．2mを測る。

SBlO（第134図）

I区の中央B4区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。西半部はSD06により切られているため、

1／2程度を検出した。2間（3．4m）×1間（2．5m）以上、面積8．6Iが以上、主軸方位はN780　Wを測

る。柱間は梁間1．5m～1．9m、桁行2．2m～2．5mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．3m～0．8m、深さ
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約0．2mを測る。

SB11（第135図，図版50）

I区西端のA・B4区で検出した、南北棟の掘立柱建物である。この建物の西側柱列は、かなり内側

に内傾しており、北の梁間に比べ南の梁間が狭い。2間（3．7m）×4間（6．1m）、面積22．6Iが以上、主

軸方位はN50Eを測る。柱間は梁間1．8m、桁行1．5mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．4m～0．6m、

深さ0．3m～0．4mを測る。柱穴埋土は2～3層に分かれる。

SB12（第135図，図版59）

I・Ⅱ区との境界A4区で検出した、SB13と重複している東西棟の掘立柱建物である。北半部は調

査地外に延びるため、約1／2を検出した。なお、SB13との前後関係は柱穴が切り合わないため検出

時では確認できなかった。1間（2．0m）×2間（5．4m）、面積10．8I迂以上、主軸方位はN900　Eを測る。

柱間は梁間2．0m、桁行1．5m～2．0mを測る。柱穴堀形は隅丸方形ないし円形を呈し、径0．6m～1．0m、

深さ0・2m～0・6mを測る。この建物からは遺物は出土しなかった。なお、この建物跡の北半部は、平成

8年度に当調査区の北側を、三木町教育委員会が調査を実施した際に、連続する柱穴を確認している。
I

SB13（第134図，図版59）

Ⅱ区中央の北端A4・5区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。北半部は調査地外に延びるため、

約1／2を検出した。1間（2．3m）以上×4間（8．0m）、面積18．4Iが以上、主軸方位はN780Wを測る。

柱間は梁間2．3m、桁行1．9m～2．5mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．2m～0．5m、深さ約0．4mを測

る。出土遺物としては、土師器片等が少量出土している。なお、この建物の北半部は、平成8年度に当

調査区の北側を三木町教育委員会が調査を実施した際に、連続する柱穴を確認している。

SB14（第124図）

Ⅱ区中央のA5区で検出した、SHOlを切り込む南北棟の掘立柱建物である。1間（？m）以上×2

間（3．3m）以上、主軸方位はN880　Eを測る。柱間は1．6m～1．8mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径

0・5m～0・8m、深さ約0．3mを測る。なお、この建物跡の北半部は、平成8年度に当調査区の北側を三木

町教育委員会が調査を実施した際に、連続する柱穴を確認している。

SB15（第136図）

Ⅱ区中央のA5区で検出した、南北棟の掘立柱建物である。2間（3．6m）×2間（4．1m）、面積14．8

m？、主軸方位はN270Eを測る。柱間は梁間1．5m～2．1m、桁行1．7m～2．2mを測る。柱穴堀形は円形な

いし不整円形を呈し、大きさ的にはかなりバラツキがある。径約0．5m～0．9m、深さ約0．3mを測る。出

土遺物としては、土師器・須恵器片等が数点出土している。

SB16（第136図）

Ⅱ区中央の東端A・B5区で検出した、南北棟の掘立柱建物である。1間（3．3m）×2間（4．1m）、面積

13・5扉、主軸方位はNOO wを測る。柱間は梁間3．3m、桁行2．0mを測る。柱穴城形は不整円形を呈し、

径0・5m～0．8m、深さ0．2m～0．7mを測る。出土遺物としては、土師器・須恵器片等が少量出土している。

SB17（第137図，図版60）

Ⅱ区中央の北端A・B5区で検出した、SB18・19と重複する南北棟の掘立柱建物である。2間（3．5

m）×3間（5．6m）、面積19．6m？以上、主軸方位はN150Wを測る。柱間は梁間1．6m～1．9m、桁行1．5

m～2・5mを測る。柱穴堀形は円形ないし不整円形を呈し、径0．2m～0．6m、深さ0．2m～0．5mを測る。

出土遺物としては、土師器・須恵器嚢片等が少量出土している。
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SB18（第129・137図，図版60）

Ⅱ区の中央B5区で検出した、SB17・19と重複している南北棟の掘立柱建物である。この建物の西側

柱列は、かなり内側に内傾しており、北の梁間に比べ南の梁間が狭い。SB17・19とは柱穴が切り合わな

い為その前後関係は検出時では確認できなかった。2間（4．4m）×3間（5．1m）、面積22．4正以上、主軸方

位はNOO Eを測る。柱間は梁間1．7m～2．7m、桁行1．6m～2．1mを測る。柱穴堀形は小型の円形を呈し、

径0．2m～0．4m、深さ0．1m～0．2mを測る。出土遺物としては、土師器鍋、須恵器杯、磁器椀片等が少量

出土している（第129図29・30）。（29）は肥前系の青磁椀の口緑部である。（30）は土師器の把手付鍋である。

SB19（第129・138図，図版60）

Ⅱ区の中央B5区で検出した、SB17・18と重複している南北棟の掘立柱建物である。SB17・18とは

柱穴が切り合わないため、SB19との前後関係は検出時では確認できなかった。2間（4．8m）×3間

（6．1m）、面積29．3m？以上、主軸方位はN12．50　Eを測る。柱間は梁間2．0m～2．8m、桁行1．6m～2．4mを

測る。柱穴掘形は小型の円形を里し、径約0．3m、深さ0．4m～0．6mを測る。出土遺物としては、土師器

片、須恵器高杯・嚢片等が少量出土している。（第129図31）は須恵器高杯の脚部である。

SB20（第129・139図，図版61）

Ⅱ区の東端B5区で検出した、SB21と重複している南北棟の総柱の掘立柱建物である。南半部は調

査地外に延びるため、約1／2を検出した。SB21とはほぼ中央で重複するため、SB21とは建て替え関

係にあるものと考えられる。なお、SB21との前後関係は柱穴が切り合わないため、検出時では確認で

きなかった。1間（2．5m）以上×2間（5．3m）、面積13．3m？以上、主軸方位はN20．50　Eを測る。柱間

は梁間2．3m～2．5m、桁行2．5m～2．8mを測る。柱穴堀形は小型の円形を呈し、径約0．2m～0．4m、深さ

約0．4mを測る。出土遺物としては、土師器杯片等が少量出土している。（第129図32）は土師器杯の口

縁部片である。口緑は外上方へ外反し、端部を丸く仕上げている。

SB21（第139図，図版61）

Ⅱ区の東端B5区で検出した、SB20と重複している南北棟の総柱の掘立柱建物である。南半部は調

査地外に延びるため、約1／2を検出した。SB20とはほぼ中央で重複するため、SB20とは建て替え関

係にあるものと考えられる。なお、SB20との前後関係は柱穴が切り合わないため、検出時では確認で

きなかった。1間（1．6m）以上×2間（3．8m）、面積6．1I迂以上、主軸方位はN200　Eを測る。柱間は

梁間1．8m～2．0m、桁行1．6mを測る。柱穴堀形は小型の円形を呈し、径約0．4m、深さ約0．2mを測る。

出土遺物としては、土師器・須恵器片等が少量出土している。

SB22（第138図）

Ⅱ区中央の南端B5区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。南半部は調査地外に延びるため、約

1／2を検出した。1間（1．8m）以上×3間（5．6m）、面積10．Onf以上、主軸方位はN810Wを測る。

柱間は梁間1．8m、桁行1．9mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径約0．2m～0．4m、深さ約0．6mを測る。

出土遺物としては、土師器片、須恵器杯・嚢片等が少量出土している。

SB23（第139図，図版61）

Ⅱ区中央の北端A5・6区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。北半部は調査地外に延びるため、

約1／2を検出した。2間（4．2m）×4間（8．6m）、面積36．1Iが以上、主軸方位はN710Wを測る。柱

間は梁間2．1m、桁行1．9～2．8mを測る。柱穴堀形は円形ないし不整円形を呈し、径0．6m～0．8m、深さ

約0．4mを測る。出土遺物としては、土師器片等が少量出土している。なお、この建物跡は平成8年度
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に当調査区の北側をこ三木町教育委員会が調査を実施した際に、連続する柱穴を確認している。

SB24（第129・140図）

Ⅱ区西端A6区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。建物の主軸方向に棟持柱をもつ。1間（4．

1m）×3問（5．6m）、面積23．0が、主軸方位はN850Wを測る。柱間は梁間4．1m、桁行1．5～2．2mを測

る。柱穴城形は楕円ないし円形を呈し、径0．4m～1．0m、深さ約0．4mを測る。出土遺物としては、土師

器嚢、須恵器杯・壷片等が少量出土している（第129図33・34）。（33）は須恵器の杯口綾部片である。

（封）は須恵器の提瓶ないし平瓶の口縁部である。少ない資料であるが、これらの出土遺物よりSB24は

7世紀前半頃の時期が考えられる。

SB25つ第129・141図，図版62）

Ⅱ区中央の北端A・B5・6区で検出工た、東西棟の総柱の掘立柱建物である。2間（4．0m）×3

間（5．1m）、面積20．4I迂以上、主軸方位はN880Wを測る。柱間は梁間2．0m、桁行1．5～2．4mを測る。

柱穴堀形は円形ないし不整円形を呈し、径0．3m～1．0m、深さ0．3～0．6mを測る。出土遺物としては、土

師器土釜、須恵器杯・高杯・嚢等が少量出土している（第129図3コ5・36）。（35）は須恵器杯蓋の口緑部

で、内面にかえりを残す7世紀第二四半期頃の杯である。（36）は須恵器の嚢口綾部である。なお、こ

れらの資料は混入品で、中世の土釜などを見る限りSB25は16世紀頃の時期が考えられる。

SB26（第129一・140図，図版62－）

Ⅱ区の西半部B6区で検出した、SB27と重複している東西棟の掘立柱建物である。SB27とは柱穴が

切り合わないため、その前後関係は検出噂では確認できなかった。2間（3．8m）×4問（7．8m）、面積29．4

扉以上、主軸方位はN800Wを測る。柱間は梁間1．5m～2．0m、桁行1．8m～2．0mを測る。柱穴堀形は小型

の円形を呈し、径約0．3m、深さ0．2m～0．6mを測る。出土遺物としては、土師器片・須恵器片・瓦器片・

陶器片等が少量出土している（第129図37・38）。（37）は大谷焼きの陶器鉢（38）は天目茶碗の口縁部である。

SB2－7（第141図，図版62）

Ⅱ区の西半部B61区で検出した、SB26と重複している東西棟の掘立柱建物である。SB26とは柱穴が

切り合わないため、その前後関係は検出時では確認できなかった。1間（1．6m）以上×2間（5．2m）、

面積8．3扉以上、主軸方位はN730　Eを測る。柱間は梁間1．6m、桁行2．6mを測る。柱穴堀形は小型の円

形を呈し、径0．4m、深さ0．2m～0．6mを測る。出土遣物としては、土師器片が少量出土している。

SB281（第129・142図，図版63）

Ⅱ区の西端A・B6区で検出した、SB29と重複している南北棟の掘立柱建物である。西半部は調査

地外に延びるため、約2／3を検出した。また、西半部ではSD03により大きく削り込まれているため、

残りが悪い。切り合いよりSB29同様、SD17より先行することだけは確かである。2間（2．0m）以上×

4間（8．0m）、面積3・2．OI迂以上、主軸方位はN4O Eを測る。柱間は梁間2．0m、桁行2．0mを測る。柱穴

城形は隅丸方形ないし不整円形を呈し、径0．6m～1．0m、深さ0．4m～0．8mを測る。出土遺物としては、

土師器皿・嚢、須恵器杯・嚢等が少量出土している（第129図39～42）。（39～41）は7世紀第二四半期

頃の須恵器の杯である。（42）は土師器嚢の把手部である。少ない資料であるが、これらの出土遺物よ

りSB28は7世紀中葉頃の時期が考えられる。

SB29（第129・142図，図版63）

Ⅱ区の西端A・B6区で検出した、南北棟の据立柱建物である。西半部は調査地外に延びるため、約

1／2を検出した。また、西半部ではSD17により大きく削り込まれているため残りが悪い。なお、こ
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の建物はSB28と重複しているが、柱穴の切りあいが認められないため前後関係は確認できなかったが、

SD17より先行することだけは確かである。1間（2．7m）以上×3間（7．4m）以上、面積20．0が以上、

主軸方位はN40Eを測る。柱間は梁間2．7m、桁行2．7mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．3m～0．6

m、深さ0・2m～0．4mを測る。出土遺物としては、土師器嚢、須恵器高杯・越等が少量出土している。

（第129図43）は須恵器の旗である。

SB30（第129・143図，図版66・67・71）

Ⅲ区北東端のA7区の東壁際で検出した掘立柱建物である。大部分が対象地より外れるため、約1／

3を検出した。なお、この建物はSHO2、SB31に切られている。1間（1．9m）以上×1間（2．5m）以

上、面積4・7I武主軸方位はN800Wを測る。柱間は梁間1．9m、桁行2．5mを測る。柱穴堀形は円形ない

し隅丸方形を呈し、径0．4m～0．8m、深さ約0．2mを測る。出土遺物としては、土師器嚢が少量出土して

いる。なお、混入遺物として須恵器細片が1点出土している。（第129図44）はSPOlから出土した、古

墳時代前期頃の土師器の嚢である。体部は長胴気味ながら球体化し、底部との境は鈍い稜を持つ。口綾

部は外上方にラッパ状に開き端部平坦に仕上げている。外面は赦密なパケ、内面はオサエ後にへラ削り

を施している。時期的には「川入・大藩上層」頃の時期であろう。

SB31（第129・143図，図版66・67）

Ⅲ区北東端のA7区で検出した、南北棟の掘立柱建物である。この建物はSHO2、SB30を切り込んで

いる。2間（3．1m）×3間（5．1m）、面積15．8rd、主軸方位はN30Wを測る。柱間は梁間1．5～1．6m、

桁行1．8mを測る。柱穴堀形は円形ないし隅丸方形を呈し、径0．6m～0．8m、深さ約0．3mを測る。出土遺

物としては、土師器片、須恵器杯片等が少量ながら出土している（第129図45・46）。（45）は須恵器杯、

（46）はサヌカイト製の凹基式の石鉄で混入品である。

SB32（第129・143図，図版67）

Ⅲ区北東端のA7区で検出した南北棟の掘立柱建物である。この建物はSB38と重複するが、層位的

な点でSB38より先行する。2間（3．4m）×3間（3．8m）、面積は12．9I武主軸方位はN800　Eを測る。

柱間は梁間1．7m、桁行1．3mを測る。柱穴掘形は円形ないし不整円形を呈し、径約0．4m～1．2m、深さ約

0・2m～0・4mを測る。なお、この建物は南に隣接するSB33と配置・方向等で共通する点が多く、同一グ

ループと考えられる。出土遺物としては、土師器高杯・嚢、一須恵器片等が少量ながら出土している（第

129図47・48）。（47）は7世頚己頃の土師器の杯片である。内面の細いへラ磨きが顕著に認められる。（48）

は縄文土器の鉢片で混入品である。

SB33（第129・144図，図版67）

Ⅲ区北東端のA7区で検出した東西棟の掘立柱建物である。2間（3．3m）×2間（4．0m）、面積13．2I武

主軸方位はN90Wを測る。柱間は梁間1．4m～2．2m、桁行1．8m～2．2mを測る。柱穴堀形は不整円形を

呈し、径約0．5m～0．8m、深さ約0．3mを測る。なお、この建物は北に隣接するSB32と配置・方向等で共

通する点が多く、同一グループと考えられる。出土遺物としては（第129図49）の須恵器の嚢の口緑部が

ある。

SB34（第144図，図版67）

Ⅲ区北東部のA7区で検出した南北棟の掘立柱建物である。2間（2．9m）×2間（4．2m）、面積12．1

m？、主軸方位はN300Eを測る。柱間は梁間1．4m～1．6m、桁行2．0m～2．2mを測る。柱穴堀形は不整円

形を呈し、径0．6m～0．8m、深さ約0．2mを測る。出土遺物は抽出できなかった。
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SB35（第144図）

Ⅲ区北東部のA・B7区で検出した掘立柱建物である。中央部に東西方向に撹乱坑が所在するため、

約1／2検出した。2間（3．0m）×2間（3．3m）以上、面積9．9m？以上、主軸方位はN260Wを測る。

柱間は梁間1．5m、桁行1．7mを射る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．6m～0．9m、深さ約0．4mを測る。出

土遺物は須恵器片が微量出土した。

SB36（第145図，図版68）

Ⅲ区東半部のB7区で検出した、l南北棟の掘立柱建物である。建物北半部はSE02により切り込まれ

てレ＼る。1間（2．9m）×3間（4．3m）、面積12．5I武主軸方位はN60Wを測る。柱間は梁間2．9m、桁

行1．3m～1．6mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．4m～0．5m、深さ約0．2mを測る。出土遺物として

は、土師器片、須恵器杯片等が少量ながら出土している。

SB37（第145図，図版68）

Ⅲ区中央のA・B8区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。この建物の北側柱列はかなり内側に

内傾しており、東の梁間に比べ西の梁間が狭い。2間（4．3m）×3間（4．5m）、面積19．3汀f、主軸方位

はN70Wを測る。柱間は梁間1．7m～2．5m、桁行1．5mを測る。柱穴堀形は不整円形を呈し、径0．4m～

0．8m、深さ約0．2mを測る。出土遺物としては、土師器片等が微量ながら出土している。

SB38（第146図）

Ⅲ区中央のA8区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。調査区の関係で、約1／2のみ検出した。

1間（3．1m）×2間（6．2m）以上、面積19．2rd以上、主軸方位はN700　Eを測る。柱間は梁間3．1m、

桁行2．8m～3．4mを測る。柱穴掘形は大型で円形を呈し、径約0．7m、深さ約0．4mを測る。

SB39（第146図，図版69）

Ⅲ区の北東端A7区で検出した、SB32と重複する東西棟の総柱の掘立柱建物である。この建物とSB3

2と前後関係は層位的な点で、SB32が先行する。2間（4．0m）×2間（4．0・m）、．面積16．0正、主軸方位

はNllO Eを測る。柱間は梁間2．0m、桁行2．0mを測る。柱穴城形は円形を呈し、径0．2m～0．5m、深さ

0．2m～0．4mを測る。出土遺物としては、土師器嚢、須恵器杯・嚢、陶器片等が少量出土している。な

お、この建物は隣接するSB40と伴に、南北方向に直線状に延びるSD21・22と東西方向に直線状に延び

るSD18により、周囲を画された範囲内に所在する。建物方向と溝の方向はほぼ同一であり、これらの

遺構はほぼ同時期の屋敷地を構成する遺構群と考えられる。

SB40（第129・147図，図版69・80）

Ⅲ区の北東端A7区で検出した、SB34と重複する東西棟の掘立柱建物である。この建物とSB34と前

後関係は層位的な点で、SB34が先行する。1間（2．6m）×2間（4．0m）、面積は10．4I武主軸方位はN

120　Eを測る。柱間は梁間2．6m、桁行2．0mを測る。柱穴掘形は小型の円形を呈し、径0．2m～0．4m、深

さ約0．5mを測る。なお、この建物は隣接するSB39、SD18・21・22等伴に、ほぼ同時期の屋敷地を構成

する遺構群と考えられる。出土遺物としては、土師器土釜、須恵器片等が少量出土している。（第129図

50）は柱穴から出土した砥石である。

SB41（第147図，図版69）

Ⅲ区西端A9区で検出した、東西棟の掘立柱建物である。隣接するSD32はこの建物の雨落ち溝と考

えられる。2間（4．0m）×3間（6．0m）、面積は24．Ord、主軸方位はN790Wを測る。柱間は梁間2．0m、

桁行2．0mを測る。柱穴堀形は円形を呈し、径0．2m～0．5m、深さ0．3m～0．8mを測る。出土遺物として

は、土師器・須恵器片等が微量ながら出土している。
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第132図　掘立柱建物平・断面図（3）
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第133回　掘立柱建物平・断面図（4）
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第134回　掘立柱建物平・断面図（5）
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第135図　掘立柱建物平・断面図（6）
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第136図　掘立柱建物平・断面図（7）
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第140図　掘立柱建物平・断面図（11）
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第142図　掘立柱建物平・断面図（13）
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4．暗灰茶褐色砂質土

莞I

1．黒褐色粘質土
2．灰黄褐色砂質土
3．暗灰褐色粘質土
4．黄褐色砂質土
5．暗褐色砂質土
6．暗灰褐色砂質土
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第143図　掘立柱建物平・断面図（14）
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1．淡黒色砂質土
2．灰褐色砂質土
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1．暗褐色粘土混砂質土
2．暗褐色砂質土
3．暗黄色粘土
4．灰色砂
5．暗灰褐色砂質土
6．焼土混暗灰褐色砂
7．淡黒褐色砂質土

8．暗灰色砂質土（9より暗）
9．暗灰色砂質土
10．暗黄褐色砂質土
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第144図　掘立柱建物平・断面図（15）
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第145回　掘立柱建物平・断面図（16）
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第146図　掘立柱建物平・断面図（17）
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第147図　掘立柱建物平・断面図（18）
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1．灰褐色砂質土小ブロック混淡黒色土
2．灰茶色砂質土
3．灰褐色砂質土

SAOl

て軋

L＿川l r I

SAO2

盲

■＼ミプ十

SPOl
28．0m

ヒⅡ。∃二二二二＿jm

SPO2　　　　　SPO3　　　　　spo4

13　　　　4

3　5　　　　　　　2

1．黄色粘土・黒色粘土小ブロック混合層　4．淡黒灰色砂
2．暗灰色砂
3．暗灰褐色砂

SAO3

第148図　柵列平・断面図
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5．黒色粘土小ブロック混暗灰色砂
6．灰褐色砂質土
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4．柵列

SAOl（第148図）

Ⅱ区南西部のB6区で検出した東西方向の柵列である。柵列は4間（7．0m）、主軸方位はN750　Eを

測る。柱間は約1．8mを測る。柱穴は5基確認され、そのうちSP02は掘形がかなり不整形であり、抜き

取りによるものと考えられる。柱穴堀形は円形ないし不整円形を呈し、径0．4m～1．3m、深さ0．2m～0．4

mを測る。遺物は出土しなかった。

SAO2（第148図）

Ⅱ区北半部中央のA6区で検出した東西方向の柵列である。柵列は3間（8．0m）、主軸方位はN750

Wを測る。柱間は約2．5mを測る。柱穴は4基確認され、掘形は円形を呈し、径0．2m～0．4m、深さ約0．3

mを測る。遺物は出土しなかった。

SAO3（第148図）

Ⅲ区北東端部のA7区で検出した南北方向の柵列である。柵列は3間（4．6m）、主軸方位はNlOO w

を測る。柱間は1．2m～1．8mを測る。柱穴は4基確認され、掘形は円形ないし隅丸方形を呈し、径約0．4

m、深さ約0．3mを測る。遺物は出土しなかった。

5．柱穴

検出した遺構の中で柱穴の占める割合はかなり高いものがある。特に浅谷1・2地域の遺構面上での

柱穴の密度は高く、蜂の巣状を呈している。これらの柱穴より合計で41棟の建物跡を復元したが、まだ

本来の数には至っていないものと考えられる。次に報告するのは、建物跡を構成する柱穴以外の柱穴の

中で、比較的遺物が豊富に出土したものである。そのため、以下の柱穴は、未確認の建物跡を構成する

柱穴を含んでいる可能性の高い柱穴である。

第18表　柱穴一覧表

調査 区 グリット 報告名
法量 （cm二）・・

埋土 出土遺物 遺物番 号 備考
径 深 さ

I区 A 2． ：S POOl 22 30r A ．

工区 A 2 S P‘00．‾2． 20 12 B 土師器 、須恵器 ：51

I 区 ・B 2‾ S POO3 42． 20 C ・土師器、瓦器 ．512

I 区 A 3 S P OO4 2‾5 27 A 土師器 5′3．

I 区 A 3・ S P O：0′5 21l 2．4・ A ，・土師器、須恵器 54

I 区 B3 ・S P・006 40r～55 18．‘B・ 土師器、須恵器 5・5

I 区 B3・ S P OO7‾ 27 22 ：D II瓦器 ．56L

I 区 B3′ S P OO8 65： 2＿3 土師器、瓦器、須恵器、．磁器 57 ・58

I 区 B3 S P OO9． 48・～60 2．3 ニD・ ．土師器、瓦器 59

I 区 B・3 S P O1．0： 26．－ ‘32 A 須恵器 60・

I 区 B 3 ・S P 0－1ニ1・ 40～60： 37 ．C ：．土師器 61′

I 区 B3 S P O：12一 29： 1‘9 ：D 土師器 62r

I 区 B 3 S P O13 34 36 A ， 土師器－ 63～65．

I 区 B3 S P O14 7 9 D 土師器 ・66

I 区 B3 S．P O15 42．． 5‾3．： 石臼、土師器、須恵器1、磁器 ：89・

I 区 B3 S P O．16 22 26 A 土師器、瓦器 671・68

I 区 ・B3・ S P O17 2．8 28 ・Dl 土師器 69． 下層

I 区 B 3 S P O18 26 12‾ G ：・ 弥生 70 下層
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調茸 区 グリット 報告名
法量 （cm ）

埋土 出土遺物 遺物番 号 ・備考
径 深 さ

I．区 B3 S P O19 、36 ．4d D 土師器、黒色A 71

I＿区 B‘3 S PO20 27 20 G ‘銭 72

I 区 B 3 S PO21 32 20 K 柱ネオ、瓦器 下層

I 区 B 3 S PO22 25 46 J 土師器、須恵器 73 下層

I 区 由 S PO23 38 19 A 土師器 74

I 区 B 3 S PO24 34 29 、E 土師器、須恵器 － 75～77

I 区 B 3 S PO25 － 32 14 H 土師器 78 下層

I区 B 3 S P O26 40 38 F r土師器、須恵器 79

1I 区‘ 野 S P O27 － 70－～90 37 A 土師器、須恵器、瓦器 80

I 区 郎 S P O28 80 20 L 土師塞、須恵器 81 下層

I 区 A 4 ・ S P O29 70 22 L 土師器 82 下層

I区 B 4 S P ・03．0 18 7 H 土師器 83 下層

Ⅱ区 B 5 S P O31 20 17 M 土師器、瓦 85

Ⅱ区 B 5 S P O32 25 30 M 土師器 86

Ⅱ区 B 5 S P O33 40 30 D 土師器 、その他 （土釜）

Ⅲ区 A 7 S P O34 32 39 N 石製晶 90

Ⅲ区 A 7 S P O35 38 ° 28 D 土師器 91 下層

Ⅲ区 ． B 7 S P O36 65 寧7 P 土師器、黒色土器 92 下層

Ⅲ区 B 7 S P O37 23 13 D 土師器、須恵器 93

Ⅲ区 B 9 S P O38 こ・ 43 6 D 須恵器 94

I 区 B 3 S P O39 15 10 D 土師器 84 下層

埋土　A　暗灰褐色砂質土

日　灰茶色砂質土

C　淡灰色砂質土

D　淡黒色粘質土

E　暗灰色砂

F　暗茶灰色砂質土

G　暗灰茶色粘質土

日　暗茶褐色粘質土

」　暗灰茶色砂質土

K　暗灰色粘質土

L　黄色粘土ブロック混淡黒褐色砂

M　灰褐色砂質土

N　灰茶褐色砂質土＋黄色粘土

P　黄色粘土ブロック混暗褐色砂質土

（ベースになるⅡ①層に類似）

上記　第18表の柱穴から出土した遺物は、第150・151図に図化した。

（51）はSPOO2出土の8世紀頃の須恵器杯底部（52）はSPOO3出土の瓦器椀口綾部片で、形状より楠菓

型の可能性が高い。（53）はSPOO4出土の土師器杯の底部（54）はSPOO5出土の土釜の脚部（55）はSPOO

6出土の土師器小皿（56）はSPOO7出土の瓦器椀の底部片、形状より13

世紀頃の時期が考えられる。（57・58）はSPOO8出土の土師器杯、須恵　1．叫．

器壷である。（58）は残り悪く不明瞭な点があるが、形状より三耳壷と

考えられる。（59）はSPOO9出土の土師器小皿（60）はSPOlO出土の須恵

器杯（61）はSPOll出土の土師器杯（62）はSPO12出土の土師器小皿（6

3～65）はSPO13出土の土師器の小皿・杯である。（66）はSPO14出土の

土師器嚢口縁部（67・68）はSPO16出土の土師器杯で、13世紀頃の時期

が考えられる。（69）はSPOlr7出土の土師器杯（70）はSPO18出土の弥生

後期の嚢上半部で、混入の可能性が高い。（71）はSPO19出土の土師器

嚢の口緑部である。（72）はSPO20出土の銭貨「皇栄通宝」である。お

そらく地鎮祭祀に伴う遣物と考えられる。（73）はSPO20出土の土師器

ー209－
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1．暗茶褐色シルト
2．暗灰色シルト
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第149図　SP15平・断面図
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第150図　柱穴出土遺物（1）
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SPO34：90　　SPO37：93

SPO35：91　SPO38：94

SPO36：92

0　　　　　　　　　　　5cm

L＿＿」＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿」」＿」

第152図　柱穴出土遺物（3）

94

0　　　　　　　　　　10cm

L「．・．；　　：－i

杯（74）はSPO23出土の土師器土釜の脚部片（75～77）はSPO24出土の土師器小皿・杯（78）はSPO25出

土の土師器杯で、13世紀頃の時期が考えられる。（79）はSPO26出土の8世紀頃の須恵器杯蓋であるが、

内面に縦方向の摩滅痕が認められ、杯を硯に転用した可能性が高い。（80）はSPO27出土の須恵器賓体

部片（81）はSPO28出土の7世紀前半頃須恵器杯蓋（82）はSPO29出土の須恵器嚢の肩部（83）はSPO30

出土の土師器杯（84）はSPO39出土の土師器小皿（85）はSPO31出土の須恵質の瓦片（86）はSPO32出土

の土師器小皿（87・88）はSPO33出土の土師器土釜片である。（89）はSPO15の上位で出土した石臼であ

る。その出土状況より、柱を抜き取った後柱穴を塞ぐ用材としたものと考えられる。（90）はSPO34出

土の弥生時代頃の、サヌカイト製楔形石器の素材である。（91）はSPO35出土の土師器葉上半部（92）

はSPO36出土の土師器杯片、内外面伴にヘラミガキが顕著で、内面には渦巻き状の暗文が認められる。

（93）はSPO37出土の須恵器高杯（94）はSPO38出土の7～8世紀頃の須恵器壷底部である。

6．井戸

SEOl（第153～155図，図版51・73・80）

I区中央のB3区で検出した石組の井戸である。周囲にはSBO2・03等が展開しているが、それらを

切り込んでいる。平面は楕円形状を呈し、断面は上端がラッパ状に開く逆台形状を呈している。長径2．

8mX短径2．5m、深さ2．1mを測る。石組みは安山岩・凝灰岩等の木口面を内側に向け、6～7段積みで

円形に積み上げている。井筒の内径は1．2mを測る。埋土を大別すれば上・下層に分けられる。上層は

暗茶褐色系の粘質土、下層は暗灰褐色系の粘質土である。出土遺物としては、土師器小皿・杯・鉢、黒

色土器、瓦器、須恵器壷・鉢、砥石等がコンテナ2箱程出土している（第154図95～114）。（95～108）

は井筒内より出土した土器である。（95～99）は土師器の小皿である。（95）には灯油の燃焼痕、（99）

の底部外面には糸切り痕が顕著に残る。（100～105）は土師器の杯で、（104）は早島焼きの可能性があ

る。（106）は黒色土器Aの椀底部である。（108）は須恵器の壷の口縁部である。（109～112）は裏込め

内より出土した土器である。（109・110）は土師器の小皿、（111）は土師器の杯底部である。（112）は

須恵器の鉢の口緑部で、形状より東播系の鉢と考えられる。（113・114）は砥石である。石組みの中か

ら出土しており、古墳時代頃の砥石を転用した可能性が高い。これらの出土遣物よりSEOlは、13世紀

頃の時期が考えられる。
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第155図　SEOl平・断面図

SEO2（第156・157図，図版68・73）

Ⅲ区の南半部B7区で検出した素堀の井戸である。隣接するSB36を切り込んでいる。平面は整円形

状を呈し、断面は上位がラッパ状に開いた逆台形状を呈している。なお、SE02の上端部では排水のた

めか、SD26と交わっている。径1．9m、深さ2．9mを測る。埋土は大別して上層は灰茶色系の粘土であり、

下層は淡黒色・灰色の粘質土ないしヘドロ状の埋土である。出土遺物としては、土師器鍋、染付椀、金

属製の鍋等が少量出土している（第156図115～119）。（115）は肥前系の呉器手椀、（116）は肥前系の刷

毛目鉢、（117）は瓦質の土釜、（118・119）は瓦質の焙烙である。
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7．土坑

SKOl（第158・160図，図版52・73）

I区の東端Bl区で検出した土坑である。平面

は不整円形を呈し、断面は浅い逆台形状を呈する。

長径2．0mX短径1．7m、深さ0．4mを測る。埋土は

上下2層に分かれる。出土遺物としては、土師器

杯、備前焼きの大喪約1／4個体分等が出土して

いる。土坑の形状等から推定して、備前の大喪を

据えるための土坑と考えられる。（第160図120）

は備前焼の大喪である。口綾部及び底部を主体と

して約1／4程が残存していた。器高は推定で77

cm程を測る。底部は平底で径32cmを測る。体部は

長胴で上半部に最大径が位置する。口頚部は短く、

口緑端部は丸く折り曲げられ玉線状を呈する。外

面はへラ状工具、内面は板状工具により、丁寧に

掻き取りながら表面の調整を行っている。この嚢

はその形状より備前焼Ⅳ期の前半頃（14世紀末～

15世紀前半）にあたる土器と考えられる。

SKO3（第158図）

I区の東端B2区で検出した土坑である。平面

は円形を呈し、断面は浅い逆台形状を呈する。径

1．5m、深さ約0．2mを測る。埋土は2層に分かれ

る。出土遺物としては、土師器片、須恵器の杯等

が少量出土している。

118

′言∴
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SKO4（第158図）

I区の中央B3区で検出した土坑である。平面は長楕円形状を呈し、断面は浅いレンズ状を呈する。

長径1．4mX短径0．7m、深さ約0．1mを測る。埋土は暗灰褐色粘質土を呈する。遺物は出土しなかった。

SKO8（第158図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Ⅱ区の中央B5区で検出した土坑である。平面は円形を呈し、一断面は浅いU字状を呈する。長径1．1

mx短径1．0m、深さ約0．4mを測る。埋土は上下2層に分かれる。遺物は出土しなかった。

SKO9（第169図，図版63）

Ⅱ区の東半部A5区で検出した土坑である。西半部でSX08を切り込み、南半部は撹乱により壊され

ているため、全体の約1／2を検出した。平面は長楕円形状を呈し、断面は浅いU字状を呈する。長径

0．9mX短径0．6m、深さ約0．1mを測る。埋土は暗茶灰褐色砂質土を呈する。遺物は出土しなかった。

SKlO（第158・160図）

Ⅱ区の中央B5区のSKllの北に隣接して検出した土坑である。平面は不整長方形状を呈し、断面は

逆台形状を呈する。長径1．7mX短径1．6m、深さ約0．7mを測る。埋土は3層に分かれる。出土遺物とし

ては、土師器小皿、椀、瓦器椀、須恵器杯片等が少量出土している（第160図121～124）。（121）は土師

器の小皿（122）は土師器の椀、（123・124）は和泉型の瓦器椀の上半部である。

SK11（第158図）

Ⅱ区の中央B5区のSKlOの南に隣接して検出した土坑である。平面は長楕円形状を呈し、断面は浅

い逆台形状を呈する。長径2．0mX短径0．8m、深さ約0．25mを測る。埋土は上下2層に分かれる。出土

遺物としては、土師器土釜片、瓦器椀、須恵器片等が微量出土している。

SK12（第158図）

Ⅱ区の中央A5区で検出した土坑である。平面は隅丸方形状を呈し、断面は浅い逆台形状を呈する。

長径2．1mX短径1．8m、深さ約0．2mを測る。埋土は単層である。出土遺物としては、土師器片、須恵器

杯、十瓶の嚢片等が少量出土している。

SK13（第159図，図版64）

Ⅱ区の中央A5区で検出した土坑である。平面は長楕円形状を呈し、断面は浅いU字状を呈する。長

径2．8mX短径0．8m、深さ約0．2mを測る。埋土は上下2層に分かれる。出土遺物としては、土師器片、

瓦器椀、須恵器片等が少量出土している。なお、SK13はその形状より墓の可能性がある。

SK15（第159図）

Ⅱ区の西半部B6区で検出した土坑である。平面は不整円形状を呈し、断面は浅いU字状を呈するが、

底部は一部凹凸がある。長径1．6mX短径1．4m、深さ約0．4mを測る。埋土は3層に分かれる。出土遺物

としては、土師器片、須恵器杯片等が少量出土している。

SK18（第159図）

Ⅲ区の中央A8区で検出した土坑である。平面は不整円形状を呈し、断面は浅いU字状を呈する。長

径1．2mX短径1．1m、深さ約0．3mを測る。埋土は上下2層に分かれる。出土遺物としては、土師器片、

須恵器片等が極少量出土している。

SK19（第159図）

Ⅲ区の中央B8区でSB37に隣接して検出した土坑である。平面は楕円形状を呈し、断面は浅いレンズ状

を呈する。長径1．7m衰短径1．2m、深さ約0．2mを測る。埋土は上下2層に分かれ、遺物は出土しなかった。
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1．茶褐色粘土小ブロック混灰色砂質土
2．茶褐色粘土小ブロック混淡灰褐色砂質土
3．灰褐色砂質土
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2．淡灰褐色砂質土
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第159図　土坑平・断面図（2）
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8．溝状遺構

SDOl（第161・164図，図版53）

I区の東端部、A・Bl区で検出した区画溝である。後述したようにSDOlは本来SD06の東辺を区画

していた、一時期古い段階のSD06の東辺溝と考えられる。断面は浅いU字状を呈し、検出長25．0m、

検出幅1．1m、深さ0．3m、主軸方位はN80　Eを測る。埋土は上下2層に分かれる。出土遺物としては、

土師器土釜、須恵器壷等が少量出土している。（第164図151）は土師器の土釜の底部片である。

SDO4（図版52）

I区の東半部、A・B2区で検出した南北溝である。北端部ではSD06により切られている。断面は浅い

U字状を呈し、検出長9．5m、検出幅0．9m、深さ0．2mを測る。遺物は出土しなかった。なお、SDO6周辺に

は、配置・規模等で類似したSDO7・08等の小規模な南北溝が所在する。性格的に類似するものと考えたい。

SDO5（第161・165図，図版52・74）

I区の東半部、A・B2区で検出した南北方向の溝である。北辺はSD06に切られ、東側にはSD04が

隣接する。断面は浅いU字状を呈し、検出長13．5m、検出幅1．5～2．4m、深さ約0．4m、主軸方位はN15

0　Eを測る。埋土は上下2層に分かれる。出土遺物としては、土師器嚢、須恵器杯・壷・嚢等が少量出

土している（第165図152～155）。（152・153）は須恵器杯、（154）は須恵器の有蓋の短頸壷（155）は須

恵器の短頸壷（156）小型の須恵器嚢の口綾部である。外面には線彫の記号が認められる。（157）は須

恵器の鉄鉢である。体部は丸味をもち口緑端部は平坦に仕上げている。出土遺物よりSD05は7世紀中

葉頃の時期が考えられる。

SDO6（第161・164図，図版53・54・74・79）

I区のほぼ全域、A・Bl～4区に所在する、屋敷地の外周を区画する掘状の溝である。溝は周辺の

地割方向に主軸を揃え、北辺・東辺・西辺を区画する各々の溝からなる。北辺の溝は調査区の中に所在

する現在の東西方向の里道に沿い、わずかに南に湾曲して東西方向に延びる。東辺の溝は南北方向に延

び、Al区で北辺の東西溝と交わる。西辺の溝も南北方向に延び、A4区で北辺の東西溝と交わる。3

辺の溝とも切り合いは認められず、全体の形状は南に空いた「コ」の字状の配置を呈している。そのた

め、方形に巡る区画溝のおおよそ北半分を検出した状態と考えられる。なお、東辺の溝の東に隣接して

南北方向に延びるSDOlは埋土・配置等SD06の東辺の溝にかなり類似している。切り合いよりSDOlが先

行するため、SDOlは本来SD06の東辺を区画していた古い段階の東辺溝と考えられる。また、SD06の区

画内に所在する、SDO4・07～09等の南北溝は、区画内を更に小区画するための溝と考えられる。

北辺の東西溝は、検出長43．0m、幅約2．0m、深さ約0．5mを測る。なお、北辺溝の北肩部は調査区の関

係で検出できなかった。東辺の南北溝は、検出長10．0m、幅約0．7m、深さ約0．1mを測る。西辺の南北溝は、

検出長20．0m、幅2．5～3．6m、深さ約0．4mを測る。方位は南北溝でN130　Eを測る。断面形は地点により

変化はするが、概ね幅広なU字状を呈する。埋土は地点により微妙に異なるが、概ね上層が灰茶褐色系の砂

質土で、下層が灰色系のシルトないしは砂質土を呈している。なお、北辺溝と東辺・西辺溝との合流地点及

び区画溝SD09との合流地点にはSXO2～04等の不整形な落ち込みが溝の底を掘り込んでいる。これら3辺の

溝に区画された約680m？範囲内には、溝とほぼ同一時期と考えられる柱穴を、数百基検出した。これらの中

より整合性をもつ建物を抽出するにはかなりむずかしいが、数基の建物跡を抽出した。

SD06からの出土遺物としては、土師器小皿・杯・椀・措鉢・土鍋・土釜、瓦器椀、須恵器杯・壷・

嚢、唐津皿、肥前系染付け椀、備前嚢等がコンテナ1箱出土した（第164図125～150）。（125）は同安窯
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系の青磁の皿である。（126～127）は肥前系陶器の皿、（128）は肥前系陶器の薄緑皿である。3点とも

内面に砂目積が認められる。（129～131）は土師器の杯（132～136）は須恵器の杯である。（132～133）

は7世紀前半頃（135・136）は10世紀頃の遺物で混入品である。（137）は7世紀頃の土師器杯で混入品

である。（138・139）は肥前系の染付けの椀である。（140）は瓦質の鍋の口緑部である。形状より亀山

焼きの可能性がある。（141・142）は在地の土師器捨鉢である。（141）底部は平底で体部は外上方へ直

線状に延び、口縁部付近で屈曲し口緑部に至る。口緑部は斜方向に平坦に仕上げ、端部は丸く納めてい

る。内外面共に比較的調整は粗い。（143・144）は羽釜及び土釜の口縁部、（145～148）は土釜の脚部で

ある。（149）は備前焼の嚢口緑部で、口緑端部は丸く折り曲げられ玉線状を呈する。（150）はサヌカイ

ト製の槍先形石器の基部片である。稜線及び器面上には、装着によるものか使用痕が認められる。弥生

時代の遺物と考えられ混入品である。SD06の所属時期を決めるには、混入品を多量に含んでいるため

困難な点があるが、少なくとも17世紀中葉頃には埋没しているものと考えられる。

SDO7

I区の東半部、A・B2区で検出した南北溝である。SD05の西に位置し、北端部ではSD06により切

られている。断面は浅いU字状を呈し、検出長5．5m、検出幅0．6m、深さ0．2mを測る。出土遺物として

は、須恵器杯、陶器の椀等が少量出土している。

SDO8

I区の東半部、A・B2区で検出した南北溝である。SD07の西に位置し、北端部ではSD06と合流す

る。断面は浅いU字状を呈し、検出長4．0m、検出幅0．3m、深さ0．1mを測る。遺物は出土しなかった。

SDO9（第162・165図，図版55）

I区の中央、A・B2・3区で検出した南北方向の区画溝である。先述したようにSD09は、SD06が

区画する敷地内を、東西に更に分割する区画溝と考えられる。区画された西区画と東区画は柱穴の蜜度

が異なり、西区画の密度がかなり高い。そのためSD09は居住域の東辺を画する溝と考えられる。断面

は低部がかなり凹凸が認められる不整形な形状を呈し、検出長14．0m、検出幅1．8m、深さ0．2m、主軸

方位はN120Eを測る。埋土は灰褐色砂質土の単層である。出土遺物としては、土師小皿・杯・鍋、陶

磁器片等が少量出土している（第165図158～160）。（158・159）は肥前系陶器の薄緑皿である。（160）

は土師器土鍋の口緑部である。これらの出土遺物よりSD05は、17世紀中葉頃の時期が考えられる。

SDlO（第162図）

I区の西半部、A3区で検出した南北方向の溝である。SD06の西辺溝より東約2m隔て、西辺溝と

向きを揃え南北方向に延びるが、削平によるものかA3区の南端部で途絶える。断面は浅い逆台形状を

呈し、検出長8・5m、検出幅1．5m～2．4m、深さ約0．4m、主軸方位はNlOO Eを測る。埋土は灰褐色砂質

土の単層である。出土遺物としては、土師器、須恵器片等が少量出土している。

SD11（第162図）

I区の西半部、B4区で検出した南北方向の幅広で短い溝である。断面は浅い逆台形状を呈し、検出

長3・1m、検出幅約1．5m、深さ約0．1mを測る。埋土は灰褐色砂質土の単層である。遣物は出土しなかった。

SD12（第162・165図，図版55）

I区の西半部、A・B4区で検出した南北方向の幅広な溝である。SD06の西辺溝より西約8m隔て、

西辺溝と向きを揃え南北方向に延びるが、削平によるものかA4区の北端部で途絶える。規模・配置等

SD06の西辺溝に類似する事より、SD12は、SDOl同様にSD06に先行する区画溝の可能性がある。断面

－221－



は浅いU字状を呈し、検出長13．5m、検出幅1．5m～2．4m、深さ約0．4m、主軸方位はN150　Eを測る。

埋土は10層に細分される。出土遺物としては、土師器杯・椀・鉢、陶磁器片、キセル等が少量出土して

いる（第165図161～164）。（161）（162）は肥前系の青磁椀の高台部である。（163）は備前の措鉢の口緑

部である。

SD13

Ⅱ区の東端部、A・B4区で検出した、南北方向に短く延びる不整形な溝である。断面は浅い皿状を

呈し、検出長11．0m、検出幅約0．8～2．8m、深さ約0．2mを測る。出土遺物としては、土師器土釜、須恵

器嚢片等が少量出土しており、16世紀頃の時期が考えられる。

SD14（第162図）

Ⅱ区の東端部、B4・5区で検出した、東西方向に短く延びる溝である。断面は不整形なU字状を呈

し、検出長4．5m、検出幅約1．0m、深さ約0．3mを測る。埋土は上下で2層に分かれる。出土遺物として

は、土師器嚢片等が少量出土している。

SD15（第162・165図）

Ⅱ区の中央、A・B6区で検出した南北方向の細長い溝である。断面は地点により異なるが、おおま

かに見て浅い逆台形状を呈する。検出長22．5m、検出幅約0．4m～1．0m、深さ約0．2m、主軸方位はN15．5

0　Eを測る。埋土は淡灰褐色砂質土の単層である。出土遺物としては、土師器鍋、須恵器杯、陶器皿等

が少量出土している（第165図165～169）。（165）は肥前系陶器の溝縁皿（166）は須恵器杯の口緑部で

混入品である。（167）（168）は土師器の土鍋片（169）は土師器嚢の把手部で混入品である。これらの

出土遺物よりSD15は、17世紀中葉頃の時期が考えられる。

SD16（第162図）

Ⅱ区の西半部、A・B6区で検出した北東方向に延びる細長い溝である。断面は地点により異なるが、

おおまかに見て浅い不整形なU字状を呈する。検出長15．0m、検出幅約0．5m、深さ約0．1m～0．3mを測

る。埋土は上下2層に分かれる。出土遺物としては、土師器・須恵器片が少量出土している。

SD17（第162・165図，図版64）

Ⅱ区の西端部、A・B6区で検出した、対象地内に残る南北の里道沿いに延びる溝である。調査区の

関係で一部西肩部が未検出のところがある。SB28・29等の柱穴を切り込んでいる。また、この溝は、

複数時期に分かれるものと考えられ、断面も不整形で、埋土も複雑に5層に分かれる。検出長15．5m、

検出幅約1．0m、深さ約0．2mを測る。主軸方位はN140　Eを測る。出土遺物としては、土師器片、須恵

器嚢、陶器片等が少量出土している。（第165図170）は形状より堺産の備前焼措鉢の口緑部である。

SD18（第165図，図版69）

Ⅲ区の東半部、A7区で検出した、東西方向に延びる溝である。この溝の西約3．0mの地点には、SD18に

直交する方向で南北溝のSD21・22が所在する。これらの溝に区画された空間には、溝方向に向きを揃えたS

B39・40が所在する。そのため、これらの遺構はほぼ同時期の屋敷地を構成する遺構群と考えられる。断面

は浅いU字状を呈し、検出長16．5m、検出幅約0．7m、深さ約0．2m、主軸方位はN760　Wを測る。出土遺

物としては、土師器杯片が1点出土している。（第165図171）は7世紀頃の土師器の杯で、混入品である。

SD19・20（第162図）

Ⅲ区の南東端部B7区よりA8区に向けて北西方向に向けて浅谷3が延びる。SD19・20はその谷底

の最深部を北西方向に延びる。この2条の溝は微高地上の水を集積し、調査地西方の南北に延びる旧河
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SD27

第163図　溝状遺構断面図（3）

道1に排水するための排水路と考えられる。二つの溝はB7区で切り合い「Y」字型に分離し北西方向

に延びる。切り合い関係ではSD19が先行し、SD20が後出する。SD19の断面は不整形な逆台形状を呈し、

検出長約23．0m、検出幅約1．0m、深さ約0．3mを測る。埋土は上下2層に分かれる。SD20の断面は浅い

U字状を呈し、検出長約16．0m、検出幅0．5m～1．2－m、深さ約0．2mを測る。埋土は単層である。なお、

この二つの溝からは遺物は出土しなかった。

SD21・22（第162・165図，図版69）

Ⅲ区の東半部、A7・8区で検出した、南北方向に延びる溝である。両者は肩部で僅かに切りあい、

その切り合いより、SD22が21より先行する。SD21・22は先述したように、SD18との関係で、SB39・

40の建物群からなる屋敷地を画した区画溝と考えられる。SD21の断面は、浅いU字状を呈し、検出長5．

5m、検出幅約0．8m、深さ約0．2m、主軸方位はN120　Eを測る。出土遺物としては、土師器片が2点出

土している。SD22の断面は、浅いU字状を呈し、検出長5．5m、検出幅約0．8m、深さ約0．2m、主軸方

位はN130Eを測る。出土遺物としては、土師器嚢片、須恵器高杯片等が少量出土している。（第165図

172）はSD22から出土した土師器の嚢片である。7世紀頃の嚢で混入品と考えられる。

SD24（第163図，図版68）

Ⅲ区の中央B7区で検出した、南北方向に延びる溝である。SE02に隣接し、北端ではSD26に切られ

ている。断面は浅いU字状を呈し、検出長3．5m、検出幅約0．7m、深さ約0．2mを測る。出土遺物として

は、土師器・須恵器片等が少量出土している。

SD26（第163・165図）

Ⅲ区の中央、A・B7・8区で検出した、東西方向に延びる溝である。東端ではSE02の上端部に繋

がっているため、性格的にはSE02の排水路と考えられる。断面は浅いU字状を呈し、検出長16．5m、検

出幅0・3m～0．7m、深さ約0．2m、主軸方位はN740Wを測る。出土遺物としては、土師器鍋、須恵器杯・

壷・嚢等が少量出土している。（第165図173）は7世紀頃の須恵器嚢の上半部で、混入品である。

SD27（第163・165図，図版74）

Ⅲ区の西半部A・B9区で検出した南北方向に延びる溝である。西側にはSB41、SD28～31等が隣接

している。断面はU字状を呈し、検出長22．0m、検出幅約1．2m、深さ約0．4m、主軸方位はN140　Eを

測る。埋土は3層に分層できる。なお、堆積状況を観察する限り最低1回の溝の改修が確認できる。出

土遺物としては、土師器土釜、須恵器杯、陶器皿等が少量出土している。（第165図174）は肥前系陶器

の皿である。出土遺物よりSD27は、17世紀前半頃の時期が考えられる。
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SD28～31（第165図，図版69）

Ⅲ区の西端部A9区で検出した、東西方向に延びる4条の溝群である。南にSB41、東にSD27が隣接

している○小規模な4条の溝が約0．3mの間をあけて平行に配されている。そのため、これらの溝は畑

作に伴う畝溝群と考えられる。断面は浅いU字状を呈し、検出長7．5m～8．5m、検出幅約0．3m～0．5m、

深さ約0・1mを測る。埋土は単層である。出土遺物としては、土師器片、須恵器杯・嚢、磁器椀片等が

少量出土している。（第165図175）はSD31より出土した、白磁の椀口緑部である。横田・森田分類のⅡ

1類にあたる。

SD32（第147・165図，図版70・74）

Ⅲ区の西端部A9区で検出した、東西方向に延びる溝である。約0．6m東にはSB41が隣接する。また、

SB41の梁同方向とSD32の主軸が概ね同方向を向くことより、SD32はSB41の雨落ち溝と考えられる。

断面は浅いU字状を呈し、検出長約5．5m、検出幅約0．5m、深さ約0．2m、主軸方位は4．50Eを測る。埋

土は2層に分かれる。出土遺物としては、土師器小皿・椀、瓦器椀、須恵器杯片等が少量出土している

（第165図176～179）。（176）は土師器小皿、（177）は瓦器小皿である。（178・179）は和泉型の瓦器椀で

ある。高台部は小さく断面三角状を呈する。体部の器高は低く口緑端部は丸く納めている。外面下半部

にはオサエ痕が顕著で、内面にはへラミガキが認められる。出土遺物よりSD32は、13世紀前半頃の時

期が考えられる。

9．不整形遺構

SXO2（第166図，図版53・56）

I区の東端Al区SD06の北辺溝と東辺溝の合流地点の、SD06の底で検出した落ち込みである。この

遺構はSXO3同様に、2条の溝の合流地点に所在する事より、SDO6東辺溝に関連した遺構と考えられる。

平面は不整楕円形状を呈し、断面は逆台形状を呈する。長径2．6mX短径1．7m、深さ約0．5mを測る。埋

土は3層に分かれる。出土遺物としては、土師器片が少量出土している。

SXO3（第166・167図，図版56・75）

I区の中央A2区SD06の底で検出した落ち込みである。北半部は対象地内に所在する里道の下に延

びるため南半部のみ検出した。この遺構の南方0．5mには、SD06に区画された屋敷地内を東西に小区画

する南北溝SD09が所在する。SX03は、南北溝SD09がSD06に合流する地点に位置していて、それらの

状況とSX03の規模等よりSX03は、SD09に関連した遺構と考えられる。平面は楕円形状を呈し、断面は

浅いU字状を呈する。長径2．0m以上×短径1．8m、深さ約0．4mを測る。埋土は6層に分かれる。出土遺

物としては、土師器土釜、須恵器片、磁器椀、備前鉢等が少量出土している（第167図180～184）。（180）

は肥前系の染付け椀、時期は17世紀中葉頃で、所謂初期伊万里椀にあたる。（181）は備前焼の捨鉢片

（182）は土釜の脚部である。（183・184）は石製紡錘車の未製品である。出土遺物よりSX03は、17世紀

中葉頃の時期が考えられる。

SXO4（第167・168図，図版57・75）

I区の中央A3区でSDO6、SX05を切り込む形で検出した大型の落ち込みである。北半部は対象地外

に延びるため南半部のみ検出した。平面は楕円形状を呈し、断面は鈍い逆台形状を呈する。長径5．0m

X短径1・8m以上、深さ約0・8mを測る○埋土は9層に分かれる。出土遺物としては、土師器土釜・捨鉢、

須恵器嚢、陶器皿・賓等が少量出土している（第167図185～187）。（185）は肥前系陶器の皿で、所謂絵
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2．暗茶褐色砂質土（1をブロックとして含）
3．暗茶灰色砂質土（2と基本的には同様）
4．淡青灰色砂質土（上面酸化面）
5，暗青灰色シルト

7．暗灰茶色シルト
8．淡黒色シルト
9．明茶灰色細砂

SXO4

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

SXO5

1．暗茶褐色砂質土（Mn粒を多量に含）
2．暗茶褐色粗砂（僅かに粘性）

第168図　不整形遺構平・断面図（2）

唐津の皿である。（186）は土師器椀で、内面に「×」の記号が施されている。状況より混入品と考えら

れる。（187）は石製紡錘車の末製品である。出土遺物よりSX04は、17世紀前半頃の時期が考えられる。

SXO5（第167・168図）

I区の西半部A4区でSDO6、SX04に切られる形で検出した浅い落ち込みである。北半部は対象地外

に延びるため南半部のみ検出した。SX07は北に向かい僅かに傾斜し、深さも増す。長径7．0mX短径5．5

m以上、深さ約0．4mを測る。埋土は上下2層に分かれる。出土遺物としては、土師器土釜片が少量出

土している。
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SXO8（第169・170図，図版63・75）

Ⅱ区の東半部A5区で検出した、焼土・炭化物等が広がる性格不明の遺構である。南半部は試掘トレ

ンチにより切り込まれているため、約1／2を検出した。また、東端部はSK09により切り込まれてい

る。平面は端部が不明瞭なため定かではないが、おそらく不整楕円形状を呈するものと考えられる。断

面は不整形に凹凸がある。長径1．5m以上×短径1．2m以上、深さ約0．1mを測る。埋土は6層に分かれる。

性格については不明な点が多いが、同種の遺構はⅡ区のSXO9、Ⅲ区のSX12・13等2～3例みられ、状

況より鍛冶に係わる遺構の可能性が考えられる。出土遣物としては、土師器嚢、須恵器杯・嚢片が少量

出土している（第170図189・190）。（189）は7世紀第1四半期頃の須恵器杯身である。（190）は土師器

の嚢である。底部は丸味を持った平底で、休部は丸味を持ち口縁部は外上方へ直線気味に延び、端部は

／キ千千号

‾‾く⊆三三⊇±⊆三三

1．黄色粘土ブロック
2．灰茶褐色砂質土（焼土小ブロックを多量に含）
3．灰茶褐色砂質土

「∵！…焼土
0　　　　　　　　　　1m

上目．i　　！

SX13

1．焼土ブロックを多量に含む
灰茶色砂質土

2．黄灰色粘土ブロック
3．淡黒色砂質土

4．暗灰色砂質土（黒色砂質土
の小ブロック含）

sKO9　　　∴日焼土
、．．－・．・．lH．－．・．・．．－

5．暗灰色砂質土
6．淡黒褐色砂貿土（淡黒色砂質土

の小ブロック含）
7．暗茶灰褐色砂質土（SKO9）

0　　　　　　　　　　1m

！．日．：　　1

SKO9・SXO8

第169図　不整形遺構平・断面図（3）
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丸く収まる。内外面伴に細かなパケ調整が顕著に認められる。出土遺物よりSX08は7世紀初頭頃の時

期が考えられる。

SX12（第147・169図）

Ⅲ区の東半部A7区で検出した、焼土・炭化物等が広がる性格不明の遺構である。なお、この遺構は

Ⅱ区SX08に類似する。平面は端部が不明瞭なため定かではないが、おそらく不整楕円形状を呈するも

のと考えられる。断面は不整形な皿状を呈する。長径1．2m以上×短径1．0m以上、深さ約0．2mを測る。

埋土は3層に分かれる。なお、1・2層間には焼土塊が面的広がっている。出土遺物としては、土師器

嚢、須恵器嚢片が少量出土している。

SX13（第169・170図，図版75）

Ⅲ区の東半部A7区で検出した、焼

土・炭化物等が広がる性格不明の遺構

である。なお、この遺構はⅡ区SX08

に類似する。平面は端部が不明瞭なた

め定かではないが、おそらく不整円形

状を呈するものと考えられる。断面は

浅い皿状を呈する。長径1．3m以上×

短径1．2m以上、深さ約0．1mを測る。

埋土は3層に分かれる。出土遺物とし

ては、土師器壷・嚢、須恵器杯・壷片

が少量出土している（第170図191～193）。

（191・192）は7世紀前半頃の須恵器

杯の蓋と身である。（193）は18世紀前

半頃の肥前系の染付け椀で、高台部に

「大明年製」の記載が認められる。な

≡‡±－

SXO8：189・190

SX13：191一一193

10cm
：l‘lli i

第170図　SXO8・13出土遺物

お、この土器は混入品である。出土遺物よりSX13は7世紀前半頃の時期が考えられる。

SX14

Ⅲ区の西端部B9区で検出した、不整形な落ち込みである。平面は不整楕円形状を呈するものと考え

られる。断面は不整形な皿状を呈する。長径1．7m以上×短径1．0m以上、深さ約0．2mを測る。埋土は単

層である。出土遺物としては、土師器片が少量出土している。

10．浅谷

微高地上には現地形から分からない、小規模な浅い谷が3地点で確認された。これら3つの浅谷は、

北ないし北西方向に向かって「ハ」の字状に開き、結果的に微高地を3区分している。西から東に向け

浅谷1～3と呼称する。浅谷1～3では上・下2面の遺構面を確認した。上位の遺構面で鎌倉～江戸時

代の遺構、下位の遺構面で古墳時代末頃の遺構を検出した。

浅谷1（第171・172図，図版76・77・79～81）

I区西半部よりⅡ区東端部に広がる浅谷である。北に向かい「ハ」の字状に開き、また、北に向かい

緩く傾斜している。微高地から広がる遺構面は、浅谷1の区域では上位と下位で遺構面が2面に分かれ
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第171図　浅香1～3土層図
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る。上位の遺構面は鎌倉～江戸時代の掘立柱建物跡と柱穴を主体にした遺構群が展開する。主要な遺構

ではSBO4～08、SEO2、SDO6・09・12等の遺構群である。下位の遺構面からは古墳時代末頃の掘立柱建

物跡、柱穴等を確認した。主要な遺構ではSBOl～03等の建物群である。堆積層は概ね5層に分かれる

が、調査区を広範囲に覆う主体となる堆積層は、上位の遺構面を被服するⅡ⑱層と、上位の遺構面のベー

スとなるⅡ①層である。なお、Ⅱ⑬層は浅谷1の北半部に広がっており、第171図の図面上には記載で

きていない点を断っておく。堆積層中からの出土遺物はコンテナ4箱程出土し、そのうち3箱はⅡ⑱層

の遺物が占める。出土遺物の中には、上位から掘り込む柱穴等の掘り残しの関係か、上位遺構面の時代

性と整合が図れない遺物が含まれている。

（第172図194～215）はⅡ⑬層からは出土した遺物である。出土した遺物は12～13世紀頃の遺物が中

心であるが、少量7世紀頃の遺物を含んでいる。（194～198）は土師器小皿、（199～207）は土師器杯で

ある。（208）は西村産の瓦質椀、（209～211）は青磁椀で（209）は横田・森田分類のI5b類（210・2

11）は横田・森田分類のI5a類にあたる。（212）は土師器の火鉢の口緑部で、外面には印花文を施し

ている。（213）は7世紀頃の須恵器高杯の脚部である。（214・215）は7世紀頃の土師器嚢である。体

部はやや長胴気味で、口緑部は外上方へ「ハ」の字状に開き端部は丸く納めている。

（第172図216～220）はⅡ①層から出土した遺物である。（216）は瓦質の焙烙で混入品であろう。（21

7）は須恵質の丸瓦片、（218）は砥石、（219）は凹基式のサヌカイト製の石鉄である。（220）は打製石

斧の破損品に、二次加工を加えたサヌカイト製の調整有る剥片である。打製石斧の段階の使用痕と考え

られる摩滅痕が、外面に顕著に認められる。（221）は凝灰岩製の石臼である。

浅香2（第171・173図，図版79）

Ⅱ区東端部より西半部に広がる浅谷である。北に向かい「ハ」の字状に開き、また、北に向かい緩く

傾斜している。浅谷に広がる遺構面の状況は浅谷1と同様で、上位の遺構面は鎌倉時代以降の掘立柱建

物と柱穴を主体にした遺構群が展開する。主要な遺構ではSB13・18・19・22・26等の建物群である。

下位の遺構面は古墳時代末頃の掘立柱建物跡、柱穴等が検出された。主要な遺構ではSB14・15・17・

23等の建物群である。堆積層は概ね4層に分かれる。中心になるのは上位遺構面のベースとなるⅡ①層

である。堆積層中からの出土遺物はコンテナ2箱出土している。

（第173図222～224）はⅡ①層中から出土した遺物である。（222・223）は7世紀前半頃の須恵器杯、

（224）はサヌカイト製で、打面調整痕・剥片剥離痕等が認められ、横長剥片石核の可能性がある。

浅谷3（第171・173図，図版70・76・77・79）

Ⅲ区東端部より北西方向の旧河道1の方向に向かい「ハ」の字状に開いて、緩く傾斜している浅谷で

ある。浅谷に広がる遺構面の状況は浅谷1・2と同様で、上位の遺構面は鎌倉時代以降の掘立柱建物・

柱穴・溝を主体にした遺構群が展開する。主要な遺構ではSB38・39・40・41、SD18・21・22等の遺構

群である。下位の遺構面は古墳時代末頃の掘立柱建物跡、柱穴等が検出された。主要な遺構ではSHO2・

SB30～37等の建物群である。なお、下位の河床面上からは、谷の最深部を北西方向に延びるSD19・20

等の2条の溝が検出された。この溝は微高地上の水を集積し、調査地西方の南北に延びる旧河道1に排

水するための溝と考えられる。堆積層は概ね4層に分かれる。中心となる堆積層は上位の遺構面を被服

するⅡ⑲層と、上位の遺構面のベースとなるⅡ⑰層である。堆積層中からはコンテナ4箱程の遺物が出

土している。

（第173図225～234）はⅡ⑲層中から出土した遺物である。（225）は7世紀頃の須恵器杯（226）は須
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恵器の無頸壷の上半部（227）は須恵器嚢の上半部、（228）は土師器小皿、（229）は瓦器小皿、（230）

は土師器杯の底部（231）は和泉型の瓦器椀上半部である。（232）は土師器の土釜の上半部である。外

面に格子タタキを顕著に残している。（233）は土師器嚢の把手部である。（234）は突基式のサヌカイト

製の石鉄である。
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第172図　浅谷出土遺物（1）
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第173図　浅香出土遺物（2）
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第174図　浅香出土遺物（3）

（第174図235～250）はⅡ⑰層中から出土した遺物である。（235～238）は7世紀前半頃の須恵器杯で

ある。（239）は須恵器高杯の杯部、（241～244）は7世紀頃の土師器杯、（245～247）は土師器嚢の上半

部である。（247）の体部は長胴気味で下半部に把手がつく、口縁は外上方にラッパ状に開き端部は丸く

収まる。外面は縦パケ、内面は板ナデの痕跡を残す。（249）は10世紀頃の緑粕の皿である。高台は張付

け高台で、底部は糸切りの痕跡が認められる。体部にはミガキが認められず、口緑部には亀裂があり、

その亀裂を漆喰等で補修した痕跡が認められる。また、体部内面にはトチンの痕跡が認められる。（250）

はサヌカイト製の剥片である。かなり風化が進んでいて、旧石器の可能性がある。（第174図251）はⅡ

⑬層中から出土した、7世紀末～8世紀初頭頃の須恵器杯蓋である。

11．その他包含層出土遺物

（第175図252～280）の遺物はその他の包含層及び、発掘途中の段階で出土した、出土地点が不明瞭

な遺物等の資料である。

（252～265）はI区から出土した遺物である。その内（252～254・256～262）は現在の耕作土及び床

土より出土した遺物で、他はその他の包含層より出土した遺物である。時期的な点で大多数の遺物が、
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下位の遺構面上の遺構群と符号する事より、下位の遺構からの巻きあげられた遺物が、主体を占める資

料と考えられる。（252）は6世紀後半頃の須恵器高杯の杯部（253）は須恵器嚢の口緑部（254）は12世

紀頃の土師器椀底部（255）は肥前系の呉器手椀（256）は15世紀頃の土釜口緑部（257）は土師質の平

瓦片（259）弥生時代頃のサヌカイト製の楔形石器である。裁断面には上下二方向からの加撃による剥

離痕が顕著に残っている。（261・262）は銭貨「寛永通宝」（264）は土師器杯、（263・265）は7世紀の

須恵器杯蓋及び平瓶の口緑部である。（266～280）はⅡ区から出土した遺物である。その内（266～270）

は現在の耕作土及び床土より出土した遣物で、他はその他の包含層より出土した遺物である。時期的な

点ではI区と同様に、下位の遺構面上の遺構群と符号する遣物が主体を占めている。（266・268）は7

世紀頃の須恵器高杯及び短頸壷（267）は10世紀頃の土師器杯（269）は土師器高杯の脚部（270）は土

師器嚢の把手（271）は（266）同様7世紀の須恵器杯（272）は青磁椀、（273・274・277）は15世紀頃

の土釜口緑部及び脚部、（275・276）は土師器土鍋、（278・279）は在地産の土師器措鉢である。（280）

はⅢ区の包含層中から出土した柱状片刃石斧である。
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第Ⅳ章　香川県、南天枝遺跡における樹種同定

株式会社　古環境研究所

1．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベルの

同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植

生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2．試料

試料は、南天枝遺跡において出土した柱材4点である。

3．方法

カミソリを用いて、試料の新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、生

物顕微鏡によって60～600倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4．結果

結果は表19に示し、以下に同定の根拠となった特徴を記す。なお各断面の顕微鏡写真を示す。

ツガ　Tsuga sieboldiiCarr．マツ科 第176・177図

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞及び放射仮道管から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は急である。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、スギ型でややヒノキ型の傾向を示し、1分野に2～4個存在す

る。放射仮道管が存在し、その壁には小型の有縁壁孔が存在する。わずかではあるが、樹脂細胞が存在

する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質より、ツガに同定される。ツガは福島県以南の本州、四国、九州に分布する。常緑高木で

通常高さ20～25m、径50～80cmである。材は耐朽、保存性中庸で、建築、器具、土木、薪炭などに用い

られる。

5．所見

同定の結果、南天枝遺跡において出土した柱材はいずれもツガであった。ツガは、暖温帯から冷温帯

にまたがる温帯の中間域のやや痩せた尾根上に生育する樹木である。柱材としてツガ材が選択的に用い

られたと考えられる。
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（参考文献）

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．20－48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．49－100．

島地謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閥，296p．

第19表　南天枝遺跡における樹種同定結果

番号　　調査区名　　　　遺構名　　　　　　　器種　　　　　　結果（和名／学名）

WI I a区

W2　　　I a区

W3　　　I a区

W4　　　I a区

SBO6

SBO6

SBO7

SBO7

柱材　　　ツガ

柱材　　　ツガ

柱材　　　ツガ

柱材　　　ツガ

Tsuga sieboJdiiCarr．

Tsuga sieboldiiCarr．

Tsuga sieboldiiCarr．

Tsuga sieboldiiCarr．
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第176回　南天枝遺跡の木材　I
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第177図　南天枝遺跡の木材　Ⅱ
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第Ⅴ章　集落の変遷

前章までの事実報告をもとに、大まかな時代単位に集落の変遷をまとめる。南天枝遺跡の遺構を時期

区分すれば、大きく4期区分できる。I期：古墳時代前期Ⅱ期：古墳時代後期末～奈良時代初頭Ⅲ期：

鎌倉時代～室町時代前半　Ⅳ期：室町時代後半～江戸時代前半までに区分できる。おもな報告遺構を各

時期に分けたのが第20表である。なお、掘立柱建物は出土遺物が乏しく、時期区分をする上で困難を伴っ

た。そのため、各期の鍵となる建物を最初に抽出し、その主軸方位・切り合い関係・建物配置等をもと

に、他の類似する建物を類別し時期区分にあてた。

第20表　時期別遺構一覧

時 期 住 竺 跡 柱 穴 ・柵 列 井 戸 ・土 坑 溝 ・．不 整 形 遺 構

I 期 S B 30 S P O 率 S D 19 ・20

Ⅱ期

S H O l ・0 2 S P O O2 ・0 10 ・‾02 6 ～ 0 2 9 ・0 36 S K O 4 ・0 9 ・ S D O3 ・05 ・1 1

S B O 2 ・11 ・12 ・14 ～ 17 ・20 ・21 ・ ～ 0 3 8 1 8 ・1 9 S X O 8 ・0 9 ・12 ・13

2 3 ・2 4 ・28 ・29 ・3 1～ 3 8 S A O l ・．03

Ⅲ期
S B O l ・03 ・06 ・09 ・10 ・18 ・4 1

S P O O 3 ・00 4～ 00 9 ・0 1 1～ 0 14 ・

0 16 ・0 17 ・0 19 ・02 0 ・0 22 ～ 0

2 5 ・0 3 0 ・0 31 ・03 9

S E O l

S K O l ・0 3 ・

10 ～ 1 3 ・15

S D 32

Ⅳ 期

S B O4 ・0 5 ・0 7 ・08 ・13 ・1 8 ・25 ・
S P O O l ・0 15 ・02 1 ・0 32 ・03 3

S A O 2

S E O2 S D O l ・0 6 ・0 9 ・10 ・12 ・

19 ・22 ・26 ・39 ・4 0 14 ～ 18 ・2 1 ～ 2 3 ・2 6 ～ 27

S X O 2 ～ 0 4

I期

古墳時代前期（4世紀末頃）頃の遺構は、少数ながらI・Ⅲ区で確認された。主要な遺構では、SB

30、SPO35、SD19・20等の遺構が該当する。この時期の遺物を含む遺構が抽出できなかったため確認で

きなかったが、先の遺構以外に、この時期に含まれる遺構の存在する可能性は高い。

SD19・20は出土遺物を伴わないため、詳細な時期は不明であるが、Ⅱ期に含まれるSB34・35等に切

り込まれているためこの時期に含めた。この2条の溝は微高地上の水を集積し、調査地西方の南北に延

びる旧河道1に排水するための排水路と考えられる。SB30は、浅谷2と浅谷3の間の微高地上に位置

し、建物主軸はN800Wを示し、他の建物群と主軸方位の上で明瞭に区分できる。時期的には「用人・

大藩上層」頃の時期が考えられる建物であり、とりあえずこの建物を1群とする。なお、弥生時代の遺

物が少量出土している。そのため、周辺域に弥生期の集落が展開する可能性は高い。

Ⅱ期

古墳時代後期末～奈良時代初頭（7～8世紀初頭）の遺構・遺物は豊富である。集落はⅡ～Ⅲ区の東

半部を中心にして、ほぼ、調査区全域に展開している。主要な遺構ではSHOl・02、SBO2・11・12・14

～17・20・21・23・24・28・29・31～38、SKO4・09・18・19、SDO3・05・11、SXO8・09・12・13等の

諸遺構があげられる。なお、この頃の浅谷1～3は埋没過程の初期の段階のため、集落範囲の中で平地

の占める割合はかなり低く、集落を展開するには土地条件の悪い地域と考えられる。この時期、土地条

件の悪い地域に集落が開始される事例は、県下でも増えている。南天枝遺跡のⅡ期集落もこの一例とい

える。

集落の東端に所在するSDO3・05は、周辺の条理型地割方向に規制を受けたように、南北方向に直線
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的に延びる溝で、集落の東限を画した7世紀中葉頃の区画溝と考えられる。竪穴住居跡SHOl・02は、

出土遺物と当期の建物に切り込まれている点よりⅡ期の中でも初期の段階にあたる住居と考えられる。

集落を構成する主要な遺構は掘立柱建物である。合計で20棟検出したが、柱穴出土の遺物が乏しくとり

あえずこの時期に含めている建物も数棟ある。これらの建物を、配置及び主軸方位等で分類すれば、2

群：SB17・23・35・38、3群：SB32・33・36・37、4群：SB24・28・29・31・34、5群：02・11・12・

16、6群：20・21・15　計5群に分けられる。この分類が必ずしも時期差を表しているものとは言えな

いが、3～5期程度の時期差があるものと考えられる。

Ⅲ期

奈良時代頃より長期間廃絶していた集落は、当該期に再開するが、Ⅱ期に比べ集落規模も小規模で、

建物の分布状況より2単位程度の集団が移り住んだものと考えられる。鎌倉時代～室町時代前半頃（12

～14世紀）の遺構は、①I区の中央部　②Ⅱ区の中央部　③Ⅲ区の西端部の三地点に分かれて展開して

いる。主要な遺構ではSBOl・03・06・09・10・41、SEOl、SKOl・03・10～13・15、SD32等の諸遺構が

あげられる。なお、この頃の浅谷1・3は、埋没過程にあり大よそ13世紀の初頭頃には埋没し、その上

面に13世紀以降の集落は展開してくるが、浅谷2の埋没状況は、浅谷上面に建物が展開しない点より、

他の浅谷に比べ幾分遅れ気味のようである。

掘立柱建物はI区の中央部とⅢ区の西端部の二地点に分かれ合計で6棟検出した。これらの建物をⅡ

期同様に、配置及び主軸方位等で分類すれば、7群：SBOl・03・09、8群：SB41、9群：SBO6・10　計

3群に分けられる。I区中央の7群と9群は建物が重複し時期差が認められる。出土遺物等より7群が

12世紀末～13世紀初頭頃で、9群が13世紀の後半以降の時期が考えられる。また、7群のSB03は13世

紀頃のSEOlに切られている点でも納得できる話である。なお、9群に隣接するSEOlは9群の建物群に

伴う井戸と考えられる。これらの建物の中で9群のSB06は庇を備え、面積37．2汀fを測る大型の建物で、

13世紀集落の中心的な建物と考えられる。Ⅲ区西端の8群SB41は、周囲に同時期の遺構も少なく単独

で所在する建物である。SB41の西に隣接するSD32はその配置状況よりSB41の雨落溝と考えられる。ま

た、北に隣接するSD28～31は同時期の畝溝群であり、SB41の住人が耕作にあたった可能性は高い。SB

41は雨落溝SD32出土の遺物より12世紀末～13世紀初頭頃の時期が考えられる。この時期の建物配置で

注目できる点は、8・9群の建物群にみられるよう、周辺の条理型地割の方向に主軸を揃えた建物が出現

する点である。浅谷1・3がかなり埋没し集落範囲の中で平地の占める割合が高くなった結果と考えら

れる。

Ⅳ期

室町時代後半～江戸時代後半頃（16～18世紀）の集落は遺構・遣物とも豊富である。浅谷がほぼ埋没

し集落範囲の中で平地の占める割合が高くなり、当地の開発を本格的に開始した時期と考えられる。主

要な遺構ではSBO4・05・07・08・13・18・19・22・25・26・39・40、SPOOl・015・021・032・033、S

AO2、SEO2、SDOl・06・09・10・12・14～18・21～23・26～27、SXO2～04等の諸遺構があげられる。

これらの諸遺構を大まかに時期で分ければ以下に分類できる。

16世紀：SB18・25・39・40、・SPO32・033、SDOl・12・13～18・21～23

17世紀：SBO4・05・07・08・13・19・22・26、SPOOl・015・021、SAO2、SDO6・09・10・14～18・

21～23・27、SXO2～04

18世紀：SEO2、SD26
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16世紀の集落はI区～Ⅲ区東半部のほぼ全域に展開し、I区とⅢ区で屋敷地を確認した。I区では区

画溝と考えられる、SDOl・12等の南北溝を確認した。17世紀の屋敷地を巡る区画溝SD06等に類似して

おり、SD06が区画する前の屋敷地を巡る区画溝の一部である可能性が高く、SDOlは屋敷地の東辺、SD

12は西辺を画した区画溝と考えられる。区画溝の敷地内には当該期の建物は抽出できなかったが、多数

の柱穴中には当期にあたる柱穴も多数存在するため、今後も検討する必要はある。なお、SD12は条里

型地割の推定坪堺線上に位置し、条里型地割をもとに施工されたものと考えられる。Ⅱ区では10群：S

B18・25とSD13～17を検出した。10群の建物は、この時期にも係わらず，主軸方位を条里型地割の方向

に向けていない。おそらく基盤となる浅谷2の埋没が完全でなく地形に影響を受けて不整方向に配した

ものであろう。Ⅲ区では11群：SB39・40とSD18・21～23・25を検出した。SD18・21・22は、条里型地

割の方向に揃えた方形区画の西辺（SD21・22）及び南辺（SD18）を画した区画溝で、その敷地内に11

群SB39・40が棟を揃えて配されており、これらの遺構は屋敷地を画する溝と建物の関係と考えられる。

この屋敷地の北辺は調査地を外れるため定かでないが、東辺はⅡ区のSD17が区画しているものと考え

られる。仮にこの屋敷地が正方形状の敷地を呈するのであれば、1辺約27m四方で面積730m？程の面積

になる。

17世紀の集落は16世紀より継続する集落であり、Ⅳ期の中で最も遺構・遺物が豊富な時期である。I

区では、16世紀のSDOl・12等の区画溝が画した敷地を、新たにSDO4・06・07～10等の溝群を配し、区

画しなおしている。幹線となるSD06は、屋敷地の外周を区画する堀割り状の溝で、周辺の地割方向に

主軸を揃え、北辺、東・西辺、を画する各々の溝からなり、全体の形状は、南に空いた「コ」の字状の

配置を呈している。方形に巡る区画溝のおおよそ北半分を検出した状態と考えられる。また、SD06の

区画内に所在する、SDO4・07～09等の南北溝は、敷地内を更に小区画するための溝と考えられる。中

でもSD09は、敷地内を東西に2分割している。SD09により画された西区画と東区画は柱穴の密度がか

なり異なり、西区画の密度がかなり高い点より、SD09は居住域の東辺を画する区画溝と考えられる。

その区画された西区画の居住域より12群：SBO4・07・15等の建物群を検出した。これらの建物は周辺

の条里型地割の方向に建物を揃え配されている。12群中のSB04とSB15は、重複しているため厳密にい

えば2時期に分かれが、柱穴同士が切り合わないため、その前後関係は明確でない。柱穴の数からみれ

ば、より多数の建物が抽出できるはずであるが、多数の柱穴中より整合性をもつ建物を抽出するのは困

難であり、今後の検討になるところが多い。なお、東区画では建物・柱穴等遺構密度がかなり低い点よ

り畑地等の耕作城と考えられる。この屋敷地の面積は、南辺が調査区外に位置するため明らかにするこ

とはできないが、仮に敷地が正方形状を呈するのであれば、1辺約48mで面積約2，300nfを測る屋敷地

が推定できる。この規模の屋敷地は下川津遺跡の第1微高地上に展開している16世紀頃の屋敷地の類例

があり、おそらく有力農民層クラスの屋敷地と考えたい。Ⅱ区では、13群：SB1314群：SB19・22・2

6等の建物群が展開している。厳密にみて14群のSB22・26は建物間がかなり接近しており時期差が考え

られる。17世紀以降この集落は、遺構・遺物共に少なく、SEO2、SD26等が確認できた程度である。そ

のため、この集落は急速に衰退し、現在の景観と同様に、農地化されたものと考えられる。

（参考文献）

香川県教育委員会1990『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ一下川津遺跡－』

西村尋文1990「下川津遺跡における6～8世紀の集落構造と動向」『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告Ⅶ一下川津遺跡－』香川県教育委員会
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寺田・産宮通遺跡　図版



I区調査区全景（北より）

Ⅱ区調査区全景（南より）



SHOl全景（西より）

SHO2，SDO3全景（西より）



SHO3全景（東より）

SHO4・05全景（北より）



SHO6全景（西より）

SHO61・2号炉（北より）



SBOl～03全景（北より）

SBO3全景（西より）


